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瀬
戸
内
海
と
太
平
洋
の
境
目
に
位
置
す
る
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯

台
に
は
、
灯
台
に
お
け
る
悲
し
き
思
い
出
を
詠
っ
た
千
鳥
の
句

碑
が
２
基
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
２
基
は
、
師
弟
関
係
で
も
あ
っ
た
高
浜
虚
子
と
内
田
灯

台
長
の
俳
句
を
刻
ん
だ
句
碑
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
２
代
目
紀
伊

日
ノ
御
埼
灯
台
の
付
近
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
２８
年
に
現
在
の
３
代
目
灯
台
が
新
設
さ
れ
た
際
、
高
浜

虚
子
の
句
碑
は
移
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
内
田
灯
台
長
の
句
碑
は

移
設
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
現
在
の
灯
台
と
は
全
く
離
れ
た
場

所
に
あ
る
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

句
碑
が
灯
台
の
近
く
に
な
い
事
は
忍
び
な
く
、
灯
台
の
下
へ

句
碑
を
移
設
す
る
こ
と
は
長
年
田
辺
海
上
保
安
部
の
悲
願
で
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
２
月
晴
れ
て
句
碑
を
移
設
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
３
代
目
の
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
の
下
に
は
高
浜
虚
子

と
内
田
灯
台
長
の
句
碑
が
並
ん
で
安
置
さ
れ
て
お
り
、
句
碑
に

刻
ま
れ
た
灯
台
長
の
悲
し
み
や
師
弟
愛
の
美
し
さ
は
、
灯
台
を

訪
れ
る
多
く
の
方
々
に
感
動
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
内
田
灯
台
長
に
ま
つ
わ
る
悲
話
に
つ
い
て
ご
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
話
は
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
「
燈
光
」
に
お
い

て
も
ご
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

ま
も
な
く
戦
後
８０
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
中
、
内
田
灯
台
長

灯
台
守
の
在
り
し
日
を
偲
ぶ
句
碑
、
現
在
の
灯
台
の
下
へ

灯
台
守
の
在
り
し
日
を
偲
ぶ
句
碑
、
現
在
の
灯
台
の
下
へ

　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
～  

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
に
ま
つ
わ
る
千
鳥
の
句
碑

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
に
ま
つ
わ
る
千
鳥
の
句
碑  

～～
田
辺
海
上
保
安
部

（
右
）「
妻
長
女
三
女
そ
れ
ぞ
れ
啼
く
千
鳥
」
虚
子

（
左
）「
妻
長
女
三
女
の
千
鳥
飛
ん
で
来
よ
」
稲
人
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が
残
し
た
“
守
灯
精
神
”
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、

僭
越
な
が
ら
筆
を
執
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

内
田
灯
台
長
（
内
田
十
二
：
う
ち
だ
じ
ゅ
う
じ
）
は
、
群
馬

県
安
中
出
身
で
あ
り
、
大
正
１２
年
に
初
任
地
で
あ
る
観
音
埼
灯

台
（
神
奈
川
県
）
を
皮
切
り
に
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
、
百
貫
島

灯
台
（
愛
媛
県
）
な
ど
に
勤
務
を
重
ね
、
昭
和
１５
年
に
は
再
び

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
に
お
い
て
２５
代
目
灯
台
長
と
し
て
着
任
、

以
後
和
歌
山
県
下
の
灯
台
長
や
四
国
の
航
路
標
識
事
務
所
長
を

歴
任
さ
れ
た
の
ち
、
昭
和
３７
年
に
小
名
浜
（
福
島
県
）
で
退
官

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

内
田
灯
台
長
は
昭
和
１２
年
に
勤
務
し
て
い
た
百
貫
島
灯
台
の

灯
台
長
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
俳
号
を
稲
人
（
と
う
じ
ん
）

と
名
乗
り
、
俳
句
の
道
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
説
に
よ
る
と
、『
内
田
灯
台
長
は
１２
月
生
ま
れ
で
あ
る
こ

と
か
ら
内
田
十
二
（
じ
ゅ
う
じ
）
と
名
付
け
ら
れ
、
１２
月
に
掛

け
て
「
冬
至
」
か
ら
俳
号
を
「
稲
人
（
と
う
じ
ん
）」
と
し
た
』

話
も
あ
り
、
非
常
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
方
で
あ
っ
た
の
で
は
と
想

像
さ
れ
ま
す
。

　

内
田
灯
台
長
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
俳
人

高
浜
虚
子
が
主
催
す
る
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
所
属
し
、
俳
句
雑

誌
で
名
を
成
し
な
が
ら
、
昭
和
１５
年
に
は
灯
台
長
と
し
て
紀
伊

日
ノ
御
埼
灯
台
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
ノ
御
埼
に
着
任
後
は
、
近
く
に
所
在
す
る
三
尾
村
（
現
和

歌
山
県
日
高
郡
美
浜
町
三
尾
区
）
の
俳
人
に
誘
わ
れ
、
岡
本
無

漏
子
氏
主
催
の
「
藻
の
花
」（
句
会
）
の
句
友
と
な
り
ま
す
。

　

仕
事
に
趣
味
に
全
て
が
順
調
で
あ
っ
た
灯
台
長
は
、
こ
の
紀

伊
日
ノ
御
埼
灯
台
に
お
い
て
思
い
も
か
け
ぬ
災
難
に
巡
り
合
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
も
半
ば
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
、
京
阪
神
地
区
の
爆

撃
に
向
か
う
Ｂ
２９
は
常
に
日
ノ
御
埼
上
空
を
通
過
し
ま
し
た
。

　

灯
台
も
例
外
で
は
な
く
、
昭
和
２０
年
７
月
２１
日
に
は
機
銃
掃

射
を
受
け
ハ
リ
板
・
回
転
機
械
等
が
大
破
、
同
月
30
日
に
は
小

型
爆
弾
の
投
下
に
よ
り
燃
料
庫
に
引
火
し
灯
塔
が
全
焼
、
明
治

２８
年
創
建
以
来
５０
年
に
渡
り
紀
伊
水
道
の
暗
夜
の
海
を
照
ら
し

戦
災
後
の
初
代
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台

（
美
浜
町
史
よ
り
）
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な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。灯
台
長
は
ご
家
族
３
名
を
荼
毘
に
付
し
、

わ
が
手
で
焼
き
、
人
知
れ
ず
灯
台
近
く
の
地
に
葬
っ
た
そ
う
で

す
。

　
　
　

娘
の
棺
に
独
り
従
ひ
石つ

蕗わ

の
道	

稲
人

　

わ
ず
か
１０
日
ば
か
り
の
間
に
ご
家
族
３
名
を
亡
く
さ
れ
な
が

ら
も
、
当
時
の
灯
台
に
は
終
戦
直
後
の
人
手
不
足
の
影
響
か
内

田
灯
台
長
し
か
お
ら
ず
、
灯
台
長
は
過
酷
な
状
況
に
遭
い
な
が

ら
も
、
た
っ
た
一
人
で
海
上
の
交
通
安
全
の
た
め
壊
れ
た
灯
台

で
灯
を
灯
し
続
け
た
の
で
す
。

　

昭
和
２１
年
２
月
、「
藻
の
花
」
岡
本
無
漏
子
の
発
起
で
三
尾

法
善
寺
に
お
い
て
、
異
郷
に
寂
し
く
逝
っ
た
内
田
灯
台
長
の
ご

家
族
の
追
悼
句
会
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
内
田
灯

台
長
は
、
俳
句
に
よ
り
結
ば
れ
た
高
浜
虚
子
の
弟
子
達
の
親
切

に
感
激
し
、
こ
れ
ま
で
の
出
来
事
を
俳
句
の
師
で
あ
る
高
浜
虚

子
に
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
を
受
け
た
高
浜
虚
子
は
、
家
族
を

失
っ
た
悲
し
み
に
耐
え
な
が
ら
も
灯
台
を
守
り
続
け
る
灯
台
長

の
心
情
を
憐
み
、
内
田
灯
台
長
に
対
し

　
　
　

妻
長
女
三
女
そ
れ
ぞ
れ
啼
く
千
鳥	

虚
子

と
哀
悼
の
句
を
捧
げ
ま
す
。

　

時
を
経
て
昭
和
２４
年
、
内
田
灯
台
長
は
和
歌
山
港
北
防
波
堤

灯
台
の
灯
台
長
へ
の
配
置
換
が
決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、「
藻
の
花
」

岡
本 

無
漏
子
主
催
の
三
尾
法
善
寺
に
お
い
て
灯
台
長
の
送
別

続
け
た
灯
台
の
灯
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

内
田
灯
台
長
は
壊
れ
た
灯
台
に
仮
灯
を
灯
し
、
辛
う
じ
て
灯

火
を
守
り
な
が
ら
終
戦
を
迎
え
ま
す
。

　

終
戦
後
、よ
う
や
く
平
穏
な
生
活
が
戻
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、

三
尾
村
で
は
赤
痢
が
流
行
し
て
お
り
、
昭
和
20
年
11
月
に
は
灯

台
長
の
長
女
豊
子
さ
ん
（
１２
歳
）、
妻
薫
子
さ
ん
（
３４
歳
）、
三

女
紀
久
子
さ
ん
（
６
歳
）
が
赤
痢
に
感
染
、
戦
後
の
過
労
と
栄

養
欠
乏
に
よ
り
治
療
の
甲
斐
な
く
、
相
次
い
で
お
亡
く
な
り
に

初代紀伊日ノ御埼灯台
文化遺産ホームページから
<https://bunka.nii.ac.jp/db/>
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の
賛
成
の
う
え
、
昭
和
２６
年
１０
月
、
２
代
目
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯

台
の
点
灯
式
に
合
わ
せ
、
高
浜
虚
子
の
句
碑
が
灯
台
正
門
に
建

立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
浜
虚
子
の
句
碑
の
除
幕
式
の
際
は
、
各
地
か
ら
俳
人
な
ど

数
百
名
が
来
ら
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
祝
電
と
し
て
、

　
　
　

千
鳥
飛
べ
ば
わ
れ
在
る
も
の
と
思
う
べ
し	

虚
子

　
　
　

妻
長
女
三
女
の
千
鳥
今
日
愉
し	

橙
青

�

（
大
久
保
海
上
保
安
庁
初
代
長
官
の
俳
号
）　

と
い
う
句
が
送
ら
れ
、
内
田
灯
台
長
の
二
女
百
合
子
さ
ん
に
よ

り
除
幕
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

一
方
の
内
田
灯
台
長
の
句
に
つ
い
て
も
句
碑
を
建
立
す
る
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
田
灯
台
長
か
ら
の
「
不
幸
を
記
念
す
る

句
碑
は
虚
子
先
生
の
句
碑
１
基
で
十
分
」
と
の
主
張
も
あ
り

中
々
実
現
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
三
尾
村
の
村
長 

大
森 

喜
代
蔵
氏
が
、
当
時
灯
台

長
が
務
め
て
い
た
甲
ノ
浦
航
路
標
識
事
務
所
（
高
知
県
）
ま
で

来
ら
れ
説
得
さ
れ
た
こ
と
で
、
灯
台
長
も
「
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯

台
在
勤
１２
年
半
（
８
分
の
１
世
紀
）
記
念
」
と
い
う
事
で
妥
協

し
、
昭
和
３２
年
６
月
、
２
代
目
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
を
見
下
ろ

す
日
ノ
岬
パ
ー
ク
の
一
隅
に
灯
台
長
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

灯
台
長
の
除
幕
式
で
は
祝
電
と
し
て
、

句
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
送
別
句
会
で
、灯
台
長
は
在
り
し
日
の
思
い
出
を
偲
び
、

　
　
　

妻
長
女
三
女
の
千
鳥
飛
ん
で
来
よ	

稲
人

と
の
句
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
灯
台
長
の
句
は
昭
和
２５
年
２
月
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
で
多
く
の
人
の
心
を
引
き
つ
け
、元
灯
台
局
長 

森

田 

富
士
助
氏
に
よ
り
高
浜
虚
子
の
弔
句
を
句
碑
に
す
る
提
案

が
あ
り
、
大
久
保
海
上
保
安
庁
長
官
や
柳
沢
海
上
保
安
庁
次
長

高浜虚子の句碑と二代目紀伊日ノ御埼灯台



—  6  —

　

時
代
は
変
わ
り
平
成
２８
年
、
２
代
目
灯
台
の
敷
地
が
崩
落
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
現
在
の
位
置
に
３
代
目
灯
台
が
新
設
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
時
、
灯
台
正
門
付
近
に
あ
っ
た
高
浜
虚
子
の
句
碑
は
、

（
当
時
句
会
が
行
わ
れ
て
い
た
）
法
善
寺
の
住
職
が
会
長
を
務

め
る
地
元
の
文
化
協
会
に
よ
り
、
現
在
の
灯
台
の
下
へ
移
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
内
田
灯
台
長
の
句
碑
は
、
設
置
さ
れ
て
い
る
敷
地
が

　
　
　

浜は
ま

木ゆ

綿う

の
香
り
も
高
く
句
碑
の
建
つ	

鳥
居
辰
次
郎

�

（
海
上
保
安
庁
４
代
目
長
官
）　

と
い
う
句
が
届
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
内
田
灯
台
長
に
つ
い
て
も
、
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

時
を
思
い
出
し
（
日
ノ
御
埼
を
去
っ
て
８
年
に
な
る
の
に
）
こ

の
地
に
句
碑
を
建
立
し
て
い
た
だ
い
た
ご
厚
意
に
感
激
し
た
の

か
、
涙
が
と
め
ど
も
な
く
な
が
れ
て
い
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
て
晴
れ
て
２
基
の
句
碑
が
完
成
し
た
後
、
２
代
目
の

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
を
訪
れ
た
多
く
の
人
々
は
、
句
碑
を
前
に

し
、
時
代
を
超
え
て
灯
台
長
の
悲
し
み
や
師
弟
愛
の
美
し
さ
に

心
を
う
た
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
田
十
二
氏
と
同
氏
の
句
碑

（
美
浜
町
史
よ
り
）

法善寺住職により、白ペンを入れていただいた句碑
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か
ら
も
語
り
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

灯
台
の
親
子
千
鳥
の
今
日
も
啼
く	

稲
人

参
考
文
献
一
覧

大
久
保
武
雄　
「
海
鳴
り
の
日
々
」　　

昭
和
53
年
6
月
刊 

�

海
洋
問
題
研
究
会

燈
光
会　
　
　
「
燈
光
」　　
　
　
　
　

昭
和
26
年
11
─
12
月
刊 

�

社
団
法
人
燈
光
会

町
有
地
か
ら
私
有
地
へ
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
移
設
が

難
し
く
、
句
碑
か
ら
灯
台
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
、
こ
の
度
田
辺
海
上
保
安
部
の
向
井
大

幸
次
長
に
よ
り
、
句
碑
の
謂
れ
な
ど
を
土
地
所
有
者
に
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
所
有
者
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
移
設
を
快
諾

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

移
設
時
は
、
公
益
社
団
法
人
燈
光
会
様
を
始
め
多
く
の
方
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
内
田
灯
台
長
の
句
碑
は
灯
台
の
下
へ
、

さ
ら
に
師
で
あ
る
高
浜
虚
子
の
句
碑
の
横
に
安
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

高
浜
虚
子
と
内
田
灯
台
長
（
稲
人
）、
師
弟
一
対
と
な
る
千

鳥
の
句
碑
は
、
最
愛
の
妻
子
3
人
を
亡
く
し
た
悲
傷
、
ま
た
、

自
身
の
過
酷
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
日
本
の
海
、
そ
し
て
人
命

の
た
め
に
灯
台
の
灯
を
守
り
続
け
て
き
た
“
守
灯
精
神
”
を
と

こ
し
え
に
伝
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
は
、
令
和
４
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

ノ
岬
・
ア
メ
リ
カ
村
が
航
路
標
識
協
力
団
体
と
し
て
指
定
さ
れ

て
お
り
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
は
灯
台
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
移
設
し
た
句
碑
は
、
灯
台
の
一
般
公
開
時
、
地
元
の
語

り
部
の
方
に
よ
り
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
を
超
え
こ
れ

（左側から）岡本法善寺住職、小薮三尾区長、真部
田辺海上保安部長、中口大杉建設株式会社常務執行
役員
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燈
光
会　
　
　
「
燈
光
」　　
　
　
　
　

昭
和
32
年
8
月
刊 

�

社
団
法
人
燈
光
会

燈
光
会　
　
　
「
燈
光
」　　
　
　
　
　

平
成
16
年
4
月
刊 

�

社
団
法
人
燈
光
会

燈
光
会　
　
　
「
燈
光
」　　
　
　
　
　

平
成
20
年
12
月
刊 

�

社
団
法
人
燈
光
会

西
脇
久
夫　
　
「
燈
台
風
土
記
」　　
　

昭
和
55
年
11
月
刊 

�

社
団
法
人
燈
光
会

美
浜
町　
　
　
「
美
浜
町
史　

下
巻
」　

平
成
3
年
3
月 

�

美
浜
町

美
浜
町　
　
　
「
美
浜
町
史　

史
料
編
」
昭
和
59
年
10
月 

�

美
浜
町
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●
長
渡
港
東
防
波
堤
灯
台
復
旧
記
念
式
典

　
令
和
5
年
3
月
4
日
（
土
）、
離
島
航
路
を
運
航
す
る
網
地

島
ラ
イ
ン
の
長
渡
港
入
港
予
定
時
刻
に
あ
わ
せ
た
午
後
3
時
10

分
か
ら
の
式
典
開
催
を
間
近
に
控
え
た
長
渡
港
で
は
、
5
年
前

の
灯
台
１
５
０
周
年
に
あ
わ
せ
て
収
録
さ
れ
た
海
上
保
安
庁
音

楽
隊
の
演
奏
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
民
謡
「
灯
台
守
」
が
静
か
に
流

れ
、
来
賓
者
を
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。

　
世
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
と
は
い
え
感

染
防
止
対
策
と
し
て
三
密
回
避
を
徹
底
す
る
た
め
、
ま
た
、
長

渡
港
東
防
波
堤
灯
台
の
付
近
に
は
大
き
な
集
会
所
等
も
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
灯
台
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
防
波
堤
先

端
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
こ
の
式
典
は
、
関
係
者
が
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
天
候
を
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
晴
天
に
は
恵
ま
れ
た

も
の
の
、
事
前
に
会
場
に
展
示
し
て
い
た
パ
ネ
ル
や
設
置
し
て

い
た
椅
子
も
強
風
に
煽
ら
れ
て
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
位
の
生
憎

の
強
風
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
式
典
開
始
の
１
時
間

　
長
渡
港
（
ふ
た
わ
た
し
こ
う
）
東
防
波
堤
灯
台
（
宮
城
県
石

巻
市
網
地
島
長
渡
港
）
は
、
金
華
山
灯
台
が
所
在
す
る
金
華
山

の
対
岸
に
あ
る
鮎
川
港
の
沖
合
約
4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す

る
網
地
島
の
長
渡
港
に
所
在
し
、
平
成
6
年
11
月
28
日
の
初
点

灯
以
来
、
長
渡
港
に
入
出
港
す
る
船
舶
の
安
全
を
見
守
っ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
灯
台
は
、
平
成
21
年
11
月
26
日
、
港
湾
管
理
者
で
あ
る

石
巻
市
が
実
施
す
る
防
波
堤
の
補
強
工
事
の
た
め
、
一
時
的
に

撤
去
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
港
が
被
災
し

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
復
旧
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
4
年
12
月
22
日
、
復
旧
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
、
令
和
5
年
3
月
4
日
、
宮
城
海
上
保
安
部

は
、
み
ち
の
く
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
長
渡
港

に
お
い
て
「
長
渡
港
東
防
波
堤
灯
台
復
旧
記
念
式
典
」
を
挙
行

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
み
ち
の
く
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　「
長
渡
港
東
防
波
堤
灯
台
復
旧
記
念
式
典
」
開
催

�

宮
城
海
上
保
安
部
交
通
課

宮
城
海
上
保
安
部
交
通
課
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は
じ
め
に
、
司
会
者
か
ら
令
和
8
年
に
金
華
山
灯
台
点
灯
１

５
０
年
を
迎
え
る
金
華
山
灯
台
等
の
航
路
標
識
の
歴
史
と
長
渡

港
東
防
波
堤
灯
台
復
旧
ま
で
の
歩
み
が
説
明
さ
れ
、
続
い
て
安

尾
博
志
宮
城
海
上
保
安
部
長
か
ら
「
長
渡
港
東
防
波
堤
灯
台
や

金
華
山
灯
台
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
航
路
標
識
が
、
点
灯
以

来
の
永
き
に
わ
た
り
、
付
近
を
航
行
す
る
船
舶
の
安
全
を
見
守

っ
て
こ
れ
た
の
は
、
日
々
灯
台
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

地
域
の
方
々
の
ご
支
援
の
賜
物
。
引
き
続
き
、
長
渡
港
や
金
華

山
沖
を
は
じ
め
と
す
る
宮
城
県
の
海
上
交
通

の
安
全
を
確
保
し
、
安
全
か
つ
効
率
的
な
船

舶
の
航
行
の
実
現
に
努
め
、
地
域
の
方
々
の

期
待
と
信
頼
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。」
と

挨
拶
申
し
上
げ
ま
し
た
。

前
に
開
催
場
所
を
風
が
幾
分
か
穏
や
か
な
港
の
奥
側
に
変
更
し

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
さ
っ
き
ま
で
息
を
切
ら
し
な
が
ら
会
場
変
更
に

係
る
設
営
作
業
に
あ
た
っ
た
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
が
、
式

典
を
直
前
に
控
え
た
今
と
な
っ
て
は
、
息
を
整
え
て
落
ち
着
い

て
来
賓
の
皆
様
を
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
定
刻
を
迎
え
た
午
後
3
時
10
分
、
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

復旧した長渡港東防波堤灯台

式典の開催状況

宮
城
海
上
保
安
部
長
あ
い
さ
つ
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川
小
学
校
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
網
地
島
在
住
の
同
小
3
年
生

の
嶺
岸
美
虹
さ
ん
に
揮
毫
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
嶺
岸

さ
ん
に
宮
城
海
上
保
安
部
長
か
ら
記
念
品
と
し
て
「
長
渡
港
東

防
波
堤
灯
台
銘
板
レ
プ
リ
カ
」
及
び
「
う
み
ま
る
く
ん
ぬ
い
ぐ

る
み
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
嶺
岸
さ
ん
か
ら
は
「
何
度
も
何
度

も
書
き
直
し
て
大
変
で
し
た
が
、
無
事
に
書
け
て
よ
か
っ
た
で

す
。」
と
の
感
想
を
頂
き
、
出
席
者
か
ら
一
際
大
き
な
拍
手
が

鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　
次
に
来
賓
者
代
表
と
し
て
齋
藤
正
美
石
巻
市
長
か
ら
「
夜
間

等
長
渡
港
に
入
出
港
す
る
船
舶
の
安
全
の
た
め
に
も
、
離
島
振

興
と
し
て
も
長
渡
港
東
防
波
堤
灯
台
は
重
要
で
あ
り
、
復
旧
は

大
変
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
本
日
の
式
典
に
よ
り
、
不
便
な
生

活
環
境
と
困
難
な
勤
務
条
件
の
中
、
職
務
を
遂
行
さ
れ
て
き
た

職
員
の
方
々
の
ご
苦
労
と
、
石
巻
市
に
所
在
す
る
金
華
山
灯
台

が
令
和
8
年
に
点
灯
１
５
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
知

っ
た
の
で
、
是
非
、
金
華
山
灯
台
点
灯
１
５
０
周
年
記
念
式
典

を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
ょ
う
。」
と
の
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
般
の
灯
台
復
旧
に
あ
た
り
、
地

域
の
皆
様
か
ら
長
く
愛
さ
れ
る
灯
台
と
な
る
よ

う
灯
台
銘
板
へ
の
揮
毫
に
つ
い
て
石
巻
市
立
鮎

灯台銘板揮毫者紹介

長渡港東防波堤灯台　銘板

石
巻
市
長
祝
辞
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そ
し
て
15
時
30
分
、
式
典
は
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
長
渡
港
東
防
波
堤
灯
台
復
旧
記
念
式
典
の
実
施
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
公
益
社
団
法
人
燈
光
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆

様
に
対
し
、
誌
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 記念写真

参考＿長渡港東防波堤灯台紹介パネル

長渡港東防波堤灯台
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参
考
＿
航
路
標
識
の
歴
史
と
長
渡
港
東
防
波
堤
灯
台
復
旧
ま
で
の
歩
み
 紹
介
パ
ネ
ル
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令
和
５
年
３
月
２５
日
（
土
）、
野
母
崎
樺
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
連
絡
協
議
会
、
灯
台
文
化
的
価
値
探
求
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in

長
崎
県
実
行
委
員
会
主
催
の
「
樺
島
灯
台
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
近
隣
に
お
住
い
の
方
に
限
定

し
て
の
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。
以
前
ま
で
の
祭
り
と
の
違

い
は
、
同
２
月
２２
日
、
樺
島
灯
台
の
航
路
標
識
協
力
団
体
と
し

て
指
定
さ
れ
た
長
崎
市
、
㈱
テ
レ
ビ
長
崎
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

来
場
客
に
は
感
謝
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、
主
催
者
側
か
ら

コ
ー
ヒ
ー
や
お
団
子
、
ク
ッ
キ
ー
が
振
舞
わ
れ
、
餅
ま
き
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
北
九
州
航
空
基
地
所
属
の
フ
ァ
ル

コ
ン
（
Ｍ
Ａ
Ｊ
５
７
７
）
の
ロ
ー
パ
ス
も
あ
り
、
会
場
は
歓
喜

の
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
中
の
１
つ
に
、
樺
島
灯
台
最
後
の
灯
台
守
「
中

尾
信
幸
」
氏
の
講
演
会
が
あ
り
、
地
元
の
方
々
と
当
時
の
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
画
像
と
講
演
会
内
容
を

・
・
・
樺
島
灯
台

・
・
・
樺
島
灯
台
９０９０
周
年
祭
り
に
協
力
し
て
・
・
・

周
年
祭
り
に
協
力
し
て
・
・
・

　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
～  

最
後
の
灯
台
守
の
ご
講
演

最
後
の
灯
台
守
の
ご
講
演  

～～

長
崎
海
上
保
安
部
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紹
介
し
ま
す
。中
尾
氏
は
平
成
１９
年
３
月
に
当
庁
を
退
職
さ
れ
、

昭
和
４５
年
の
１
年
間
、
樺
島
灯
台
の
最
後
の
灯
台
守
と
し
て
勤

務
さ
れ
ま
し
た
。

【
内
容
】
※
原
文
の
ま
ま
で
す
。（
中
尾
氏
の
ご
了
解
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。）

　

た
だ
い
ま
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
、
半
世
紀
前
に
こ
の
樺
島
灯

台
で
最
後
の
職
員
と
し
て
勤
務
を
し
ま
し
た
中
尾
で
す
。
こ
の

度
、
樺
島
灯
台
９０
周
年
祭
り
に
招
か
れ
ま
し
た
の
で
良
い
機
会

と
思
い
、
当
時
の
樺
島
灯
台
に
ま
つ
わ
る
お
話
と
航
路
標
識
保

守
を
行
っ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
灯
台
守
の
生
活
の
一
旦
を
と
り

と
め
の
な
い
話
に
は
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

樺
島
灯
台
は
昭
和
７
年
７
月
１
日
点
灯
し
ま
し
た
が
、
こ
の

と
き
の
灯
台
名
称
は
野
母
埼
灯
台
で
し
た
。
樺
島
灯
台
に
名
称

変
更
さ
れ
た
の
は
、
２１
年
後
の
昭
和
２８
年
７
月
１
日
で
し
た
。

講演の様子

中尾信幸氏
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と
名
称
変
更
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
７
年
の
設

置
時
に
は
石
油
白
熱
灯
火
で
し
た
が
、
昭
和
３９
年
９
月
２６
日
商

用
電
力
が
導
入
さ
れ
て
電
球
と
な
り
、
明
る
さ
も
１４
万
カ
ン
デ

ラ
か
ら
１
２
０
万
カ
ン
デ
ラ
と
な
り
ま
し
た
（
８
・
５
倍
）。

　

沖
合
約
４３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
届
く
２０
秒
に
１
閃
光
の
光
は

航
行
す
る
船
舶
の
安
全
を
願
っ
て
暗
夜
の
夜
を
照
ら
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
灯
台
は
岬
の
先
端
な
ど
に
位
置

し
、
当
初
は
職
員
が
家
族
と
伴
に
現
地
で
生
活
し
な
が
ら
保
守

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
３０
年
頃
か
ら
生
活
基
盤
を
よ
り
環
境

の
良
い
場
所
へ
移
そ
う
と
全
国
的
に
勤
務
場
所
の
集
約
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
流
れ
の
中
で
、（
樺
島
、

伊
王
島
、
蔭
ノ
尾
）
の
３
事
務
所
を
長
崎
市
内
に
集
約
す
べ
く

昭
和
４５
年
に
、
無
人
化
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
準
備
の

た
め
、
集
約
後
の
新
事
務
所
運
用
も
考
慮
し
、
地
域
情
勢
に
明

る
い
長
崎
出
身
で
ピ
チ
ピ
チ
の
若
者
で
あ
っ
た
私
が
送
り
込
ま

れ
た
わ
け
で
す
。

　

海
保
校
卒
業
後
初
め
て
の
勤
務
地
は
、
北
九
州
の
関
門
海
峡

周
辺
の
航
路
標
識
を
管
理
す
る
職
員
数
４０
名
の
関
門
航
路
標
識

事
務
所
で
し
た
が
、
赴
任
後
１
年
で
樺
島
航
路
標
識
事
務
所
に

発
令
を
う
け
ま
し
た
。
大
規
模
事
務
所
か
ら
職
員
２
名
の
事
務

所
へ
の
移
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
規
模
と
業
務
量
・
生
活
環
境

で
は
な
ぜ
最
初
か
ら
樺
島
灯
台
の
名
称
に
な
ら
な
か
っ
た
と
言

う
と
こ
れ
に
は
裏
話
が
あ
り
ま
し
て
、
樺
島
灯
台
が
設
置
さ
れ

た
時
代
、
灯
台
業
務
を
所
管
し
て
い
た
の
は
当
時
、
郵
便
・
通

信
・
運
輸
を
管
轄
す
る
逓
信
省
で
し
た
。
こ
の
逓
信
省
が
野
母

埼
の
先
端
部
に
灯
台
を
設
置
す
る
目
的
で
数
年
に
わ
た
り
予
算

を
請
求
し
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
予
算
が
つ
き
、
灯
台
の
建

設
に
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
有
明
海
方
面
に
出
入
り

す
る
船
舶
に
た
い
し
て
標
高
１
１
３
０
メ
ー
ト
ル
あ
る
樺
島
が

視
界
の
障
害
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
急
遽
、
樺
島
側
に

設
置
場
所
を
変
更
せ
ざ
る
負
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
問

題
と
な
っ
た
の
が
、
灯
台
の
名
称
で
し
た
。
灯
台
の
名
称
は
設

置
場
所
の
海
図
地
名
と
す
る
と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
本
来
は
、

樺
島
灯
台
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
大
蔵
省
へ
の
予
算
要
求
は

ず
っ
と
野
母
埼
灯
台
で
実
施
し
て
い
た
た
め
、
ど
う
し
た
も
の

か
と
思
案
し
、
大
蔵
省
と
内
々
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
予
算
上

に
全
く
現
れ
て
い
な
い
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
は
ま
か
り
な
ら

ん
、
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
野
母
崎
と
樺
島
は
隣
り
合
わ
せ
で

あ
る
か
ら
、
少
々
位
置
を
ず
ら
し
た
程
度
の
軽
い
意
味
で
工
事

を
始
め
、
や
む
な
く
海
図
の
地
名
と
符
合
し
な
い
野
母
埼
灯
台

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

昭
和
２３
年
５
月
１
日
海
上
保
安
庁
が
発
足
し
、
所
管
が
灯
台

部
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
２８
年
７
月
１
日
樺
島
灯
台
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か
ら
お
す
そ
分
け
し
て
も
ら
っ
た
り
で
、
い
つ
も
新
鮮
な
刺
身

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
時
に
は
町
の
お
母
さ
ん
方
か

ら「
灯
台
の
ア
ン
チ
～
お
か
ず
が
で
き
た
か
ら
持
っ
て
帰
り
～
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

着
任
後
は
次
年
度
に
長
崎
航
路
標
識
事
務
所
集
約
を
見
据
え
、

無
人
化
の
た
め
の
工
事
に
立
ち
合
い
、
新
し
い
機
器
操
作
の
習

得
に
努
め
る
な
ど
当
初
考
え
て
い
た
よ
り
か
な
り
忙
し
い
１
年

間
で
し
た
。

　

あ
る
時
に
は
雷
の
障
害
で
停
電
と
と
も
に
、
誘
導
雷
に
よ
る

制
御
機
器
の
故
障
が
生
じ
、
予
備
エ
ン
ジ
ン
に
切
り
替
え
、
徹

夜
で
修
理
を
し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
都
会

で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
い
経
験
も
し
ま
し
た
。
当
時
風
呂
屋
さ

ん
が
１
軒
あ
り
、
風
呂
が
午
後
３
時
頃
に
沸
く
の
で
す
が
、
灯

台
ま
で
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
一
番
風
呂
を
味
わ
え
て
い

ま
し
た
。
天
気
が
良
い
日
に
は
島
民
の
お
嬢
さ
ん
方
が
弁
当
を

作
り
灯
台
ま
で
登
っ
て
き
て
は
一
緒
に
食
べ
ま
せ
ん
か
と
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
行
者
ま
つ
り
の
際
は
、
社
の
照
明
の
た

め
、
灯
台
か
ら
電
源
を
提
供
し
て
夜
の
祭
り
に
協
力
し
た
り
し

ま
し
た
。
梅
雨
の
時
期
に
は
し
ば
し
ば
出
て
く
る
２０
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
ム
カ
デ
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
昼
間
で
あ
る

と
よ
い
の
だ
が
、
夜
寝
て
い
る
時
に
手
に
ご
そ
ご
そ
上
っ
て
来

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

引
っ
越
し
に
は
当
時
高
校
生
だ
っ
た
弟
が
手
伝
い
に
来
て
く

れ
ま
し
た
が
、脇
岬
か
ら
見
え
る
樺
島
灯
台
を
見
て
「
本
当
に
、

あ
ん
な
場
所
で
勤
務
す
る
の
？
」
と
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
い
た

の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
脇
岬
と
樺
島
を
つ
な
ぐ
樺
島
大
橋
は
架
か
っ
て
な
く
、

渡
船
で
往
来
し
て
お
り
、
大
変
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
た
も

の
で
す
。

　

樺
島
航
路
標
識
事
務
所
で
は
樺
島
灯
台
の
ほ
か
、
脇
岬
・
野

母
崎
地
域
に
あ
る
７
基
の
灯
台
を
１５
日
周
期
で
点
検
管
理
し
て

い
ま
し
た
。

　

島
内
に
は
食
堂
が
一
軒
も
な
く
、
必
然
的
に
自
炊
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
生
活
用
水
は
天
水
を
ろ
過
し
、
そ
れ
を
井

戸
に
貯
水
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
着
任
し
た
日
の

夕
食
は
手
っ
取
り
早
い
、
す
き
焼
き
に
し
よ
う
と
考
え
、
島
で

唯
一
の
肉
屋
さ
ん
に
行
き
牛
肉
を
求
め
た
の
で
す
が
、
鶏
肉
・

豚
肉
し
か
置
い
て
い
な
く
、
店
主
が
言
う
に
は
「
牛
肉
が
必
要

な
と
き
は
、
２
日
前
に
注
文
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
し
か
た
な
く
豚
肉
を
購
入
し
豚
肉
す
き
焼
き
を
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の
１
年
間
は
手
が
か
か
ら
な
い
、
お
で

ん
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
し
ば
し
ば
作
り
過
ご
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
魚
は
潤
沢
で
、
自
分
で
調
達
し
た
り
、
漁
業
関
係
者
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化
に
と
ん
だ
勤
務
地
で
の
経
験
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
思

い
出
を
織
り
な
し
て
く
れ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
講
演
後
に
質
疑
が
あ
り
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
！

地
元
の
方
①　

�

何
代
か
前
の
所
長
さ
ん
だ
っ
た
◎
◎
さ
ん
は
知

っ
て
い
ま
す
か
？

中
　
尾
　
氏　

�

知
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
方
②　

�

お
嬢
さ
ん
方
が
お
弁
当
を
作
っ
て
き
て
く
れ
た

話
を
詳
し
く
！

中
　
尾
　
氏　

�

私
は
オ
ー
デ
ィ
オ
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
一
緒

に
音
楽
を
聴
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
方
③　

�

地
元
の
方
と
の
関
わ
り
合
い
は
他
に
あ
り
ま
す

か
？

中
　
尾
　
氏　

�

地
区
の
運
動
会
に
来
賓
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た

が
、
地
元
の
人
か
ら
勧
め
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
対

抗
リ
レ
ー
に
出
て
走
っ
た
り
し
ま
し
た
。

地
元
の
方
④　

�

何
代
か
前
の
灯
台
守
の
娘
さ
ん
が
灯
台
か
ら
小

学
校
に
来
て
、先
生
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。

そ
の
方
を
ご
存
じ
で
す
か
？

中
　
尾
　
氏　

�

話
に
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く

は
。。。。

る
こ
と
が
あ
り
、
対
策
と
し
て
半
袖
シ
ャ
ツ
を
着
る
習
慣
が
つ

き
ま
し
た
。
天
候
が
良
い
日
の
星
空
は
至
福
の
ひ
と
時
を
味
合

わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

３
月
半
ば
に
は
鶴
の
渡
り
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
方
面

か
ら
数
十
羽
の
鶴
が
灯
台
を
め
が
け
て
飛
来
し
、
一
旦
海
岸
で

休
憩
し
た
後
、
灯
台
を
中
心
に
回
り
な
が
ら
上
昇
し
、
上
昇
気

流
に
乗
っ
た
後
、
北
方
へ
渡
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
無
人
島
で
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
端
島
炭
鉱
が
ま

だ
稼
働
中
で
、暗
く
な
る
と
島
全
域
が
明
か
り
で
煌
々
と
輝
き
、

長
崎
の
明
か
り
を
思
い
出
さ
せ
、
郷
愁
を
誘
い
ま
し
た
。
１
年

後
の
昭
和
４６
年
４
月
１
日
磯
道
町
に
建
設
さ
れ
た
長
崎
航
路
標

識
事
務
所
が
発
足
し
、
自
動
化
さ
れ
た
樺
島
灯
台
は
定
期
的
な

保
守
作
業
を
行
う
灯
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
５０
年
１０
月
に
長
崎
航
路
標
識
事
務
所
を
離
れ
た
後
（
１０

月
１５
日
付
け
で
発
令
を
受
け
、
長
男
は
１７
日
誕
生
し
た
た
め
病

院
で
顔
を
眺
め
た
そ
の
日
に
勤
務
地
呼
子
航
路
標
識
事
務
所
に

向
か
っ
た
）
は
一
度
も
長
崎
に
勤
務
す
る
こ
と
な
く
、
東
京
の

地
、
北
は
宮
城
県
の
塩
釜
市
、
南
は
宮
崎
県
の
日
南
市
と
３８
年

間
で
１５
の
勤
務
箇
所
を
経
験
し
、
神
戸
に
あ
る
第
五
管
区
海
上

保
安
本
部
を
最
後
に
海
上
保
安
庁
勤
務
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
出
張
中
に
子
供
が
生
ま
れ
た
り
、
や
む
な
く
単
身
赴
任
し

た
り
と
、
思
い
返
す
と
あ
っ
と
い
う
間
の
人
生
で
し
た
が
、
変
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令
和
３
年
に
航
路
標
識
協
力
団
体
制
度
が
創
設
さ
れ
て
全
国

各
地
の
５４
基
の
灯
台
で
協
力
団
体
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
愛
媛
県
に
お
い
て
は
初
と
な
る
佐
田
岬
灯
台
の
協
力
団

体
に
伊
方
町
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
こ
の
場

を
お
借
り
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
正
７
年
に
設
置
さ
れ
た
佐
田
岬
灯
台
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
大
型
灯
台
と
し
て

は
国
内
最
古
で
あ
り
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
灯
台

５０
選
、恋
す
る
灯
台
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
付
近
は
、
灯
台
近
く
の
御
籠
島
エ
リ
ア
も
含

め
て
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
２９
年
に
伊
方

町
に
よ
り
佐
田
岬
灯
台
１
０
０
周
年
記
念
事
業

の
一
環
で
再
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
田
岬
半
島
は
長
さ
約
４０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

日
本
一
細
長
い
半
島
で
、
岬
先
端
は
四
国
最
西

端
に
あ
た
り
、
灯
台
に
は
遊
歩
道
を
約
２０
分
歩

い
て
到
着
す
る
の
で
す
が
、
四
国
有
数
の
風
光
明
媚
な
観
光
地

と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
へ
辿
り
着
い
た
誰
も
が
灯
台
に
登
り
た

い
心
情
を
抱
き
ま
す
。

お
ら
が
町
の
灯
台
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
お
う

お
ら
が
町
の
灯
台
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
お
う

　
　
　
　
　
　

～

　
　
　
　
　
　

～  

佐
田
岬
灯
台
の
航
路
標
識
協
力
団
体
に
伊
方
町
を
指
定

佐
田
岬
灯
台
の
航
路
標
識
協
力
団
体
に
伊
方
町
を
指
定  

～～

松
山
海
上
保
安
部

佐田岬灯台

愛媛県主要観光地の佐田岬
左：御籠島　右：佐田岬半島
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松
山
海
上
保
安
部
で
は
、
か
ね
て
か

ら
佐
田
岬
灯
台
を
も
っ
と
地
域
に
活
用

頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
航
路
標
識
協

力
団
体
制
度
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
制
度

に
関
し
て
伊
方
町
の
関
係
者
へ
説
明
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
日
本
財
団

支
援
に
よ
る
佐
田
岬
灯
台
等
の
観
光
振

興
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
海
と

日
本
　
佐
田
岬
エ
リ
ア
再
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
始
ま
り
、
こ
れ
に
も
積
極

的
に
参
画
し
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
り
、
伊
方

町
か
ら
、
佐
田
岬
灯
台
の
協
力
団
体
と

し
て
是
非
活
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
の

意
向
が
示
さ
れ
、
協
力
団
体
の
指
定
申

請
手
続
き
を
経
て
、
本
年
２
月
に
指
定

さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
３
月
２３
日
に
松
山
海
上
保
安
部
長
か

ら
伊
方
町
長
へ
協
力
団
体
指
定
証
の
交

付
を
行
い
ま
し
た
。
伊
方
町
の
高
門
町

松山海上保安部による伊方町学芸員等への灯台説明

日本財団支援事業によるグランピング実証実験
画像出典：佐田岬灯台エリア再開発プロジェクト実行委員会
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長
か
ら
、「
お
ら
が
町
の
灯
台
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら

い
た
い
。
こ
れ
か
ら
町
が
灯
台
を
活
用
で
き
る
こ
と
は
大
変
う

れ
し
く
思
う
。」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
報
道

向
け
の
灯
台
公
開
も
行
い
ま
し
た
。

　
伊
方
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
灯
台
構
内
の
環
境
整
備
、
灯
台
の

歴
史
か
ら
内
部
ま
で
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な

ど
十
分
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
こ
れ
に
加
え
て
、

学
生
の
社
会
見
学
な
ど
の
教
育
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
合
わ
せ

た
一
般
公
開
な
ど
様
々
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
松
山
海
上
保
安
部
と
し
て
も
、
伊
方
町
の
協
力
団
体
活
動
を

全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

伊方町役場での指定証交付式
左：高門町長　右：木室部長

報道向けの灯台公開
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令
和
５
年
３
月
１５
日
（
水
）
細
島
灯
台
に
於
い
て
、
一
般
社

団
法
人
日
向
市
観
光
協
会
に
対
す
る
「
航
路
標
識
協
力
団
体
指

定
証
交
付
式
」
を
日
向
市
主
催
の
「
日
向
市
観
光
大
使
委
嘱
式
」

と
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
日
向
市
の
日
向
岬
に
所
在
す
る
「
細
島
灯
台
」
は
、

明
治
４３
年
５
月
１０
日
の
初
点
か
ら
今
年
で
１
１
３
年
を
迎
え
、

平
成
３１
年
３
月
２９
日
に
は
国
の
有
形
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る
歴
史
あ
る
灯
台
で
あ
る
と
と
も
に
、国
の
天
然
記
念
物「
馬

ヶ
背
の
柱
状
節
理
」
が
あ
り
年
間
１５
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
日
向
岬
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
て
い
る

灯
台
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
回
、
細
島
灯
台
の
航
路
標
識
協
力
団
体
に
指

定
を
受
け
た
一
般
社
団
法
人
日
向
市
観
光
協
会
に
対
す
る
指
定

証
交
付
式
に
つ
い
て
も
、「
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
細

島
灯
台
ら
し
い
盛
大
な
式
典
」
に
す
べ
く
宮
崎
海
上
保
安
部
交

通
課
担
当
者
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
演
歌
歌
手
で
本

年
１
月
に
ご
当
地
ソ
ン
グ
「
日
向
岬
」
を
リ
リ
ー
ス
し
た
水
森

か
お
り
さ
ん
が
日
向
市
の
観
光
大
使
に
就
任
す
る
と
の
情
報
を

入
手
。
ま
た
、
同
曲
の
歌
詞
に
は
「
日
向
岬
の
灯
台
よ
～
♪
」

と
出
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
（
紅
白
歌
合
戦
２０
年
連
続

出
場
中
の
水
森
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
１
４
４
曲
の
ご
当
地
ソ

ン
グ
を
リ
リ
ー
ス
し
、「
ご
当
地
ソ
ン
グ
の
女
王
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。）

　

航
路
標
識
協
力
団
体
指
定
証
交
付
式
の
開
催

航
路
標
識
協
力
団
体
指
定
証
交
付
式
の
開
催

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

～～  

ご
当
地
ソ
ン
グ
の
女
王
と
細
島
灯
台
の
魅
力
を
発
信
！

ご
当
地
ソ
ン
グ
の
女
王
と
細
島
灯
台
の
魅
力
を
発
信
！  

～～

�

宮
崎
海
上
保
安
部

宮
崎
海
上
保
安
部

式典出席者による記念撮影

多くの観客で賑わった細島灯台
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こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
！
と
日
向
市
の
担
当
者
に
す
ぐ
さ
ま
連
絡

を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
細
島
灯
台
を
含
む
日
向
岬
一
体
の
魅
力
発

信
の
た
め
快
く
承
諾
を
い
た
だ
き
、
今
回
見
事
、
指
定
証
交
付

式
と
観
光
大
使
委
嘱
式
を
同
時
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

晴
天
に
も
恵
ま
れ
た
式
典
当
日
は
、
６
０
０
名
を
超
え
る
応

募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
市
民
及
び
報
道
関
係
者
等
約

１
５
０
名
の
観
客
が
見
守
る
中
、
ま
ず
初
め
に
日
向
市
観
光
大

使
委
嘱
式
が
執
り
行
わ
れ
、
日
向
市
長
か
ら
水
森
か
お
り
さ
ん

へ
委
嘱
状
等
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
執
り
行
っ
た
航
路
標
識
協
力
団
体
指
定
証
交
付
式
で

は
、
日
向
市
長
及
び
水
森
か
お
り
日
向
市
観
光
大
使
に
も
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
日
頃
か
ら
細
島
灯
台
の
普
及
活
動
や
環
境
整
備

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
一
般
社
団
法
人
日
向
市
観
光
協
会

に
対
し
て
、
宮
崎
海
上
保
安
部
長
か
ら
「
指
定
証
」
と
「
細
島

灯
台
レ
プ
リ
カ
キ
ー
」（
昨
年
に
引
き
続
き
作
成
し
た

交
通
課
職
員
お
手
製
の
記
念
品
で
あ
り
、
今
年
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
に
よ
る
点
灯
機
能
付
き
で
す
。）
を
交
付
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
観
客
み
ん
な
が
お
待
ち
か
ね
だ
っ

た
水
森
か
お
り
日
向
市
観
光
大
使
に
よ
る
ご
当
地
ソ
ン

グ
「
日
向
岬
」
の
披
露
が
あ
り
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

の
う
ち
に
無
事
全
て
の
次
第
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、関
係
者
の
方
々
か
ら「
大
盛
況
で
し
た
ね
。」

と
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
回
指
定
を
受
け
た

一
般
社
団
法
人
日
向
市
観
光
協
会
担
当
者
か
ら
も
「
今
日
の
交

付
式
に
負
け
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
細
島
灯
台
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。」
と
の
頼
も
し
い
言
葉
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

当
日
の
模
様
は
、
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
日
向

市
及
び
水
森
か
お
り
日
向
市
観
光
大
使
と
と
も
に
開
催
し
た
今

回
の
式
典
を
通
じ
て
、
改
め
て
多
く
の
方
に
細
島
灯
台
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
宮
崎
海
上
保
安

部
で
は
こ
れ
か
ら
も
航
路
標

識
協
力
団
体
を
始
め
多
く
の

方
々
と
一
緒
に
細
島
灯
台
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

日向市観光大使委嘱式での一幕
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航路標識協力団体指定証及び細島灯台レプリカキー
の交付

宮崎海上保安部長挨拶 最後は細島灯台にて記念撮影

日
向
市
長
祝
辞

「
日
向
岬
」
を
披
露
す
る
水
森
か
お
り
さ
ん
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若
松
海
上
保
安
部
交
通
課
が
管
理
す
る
白
洲
灯
台
は
今
年
９

月
１
日
に
初
点
か
ら
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
は
本
冊
子
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
、
私
財
と
一
命

を
投
げ
打
っ
て
白
洲
灯
台
建
設
を
始
め
た
岩い

わ

松ま
つ

助す
け
ざ
え
も
ん

左
衛
門
の
没

後
１
５
０
年
で
し
た
の
で
そ
の
功
績
を
偲
び
、
顕
彰
櫓
や
顕
彰

碑
が
あ
る
小
倉
城
に
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の

際
、
共
同
主
催
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
北
九
州
市
や
市

立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
今
年
は
白
洲
灯

台
１
５
０
周
年
を
祝
う
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
同
博
物
館
（
通
称
：

い
の
ち
の
た
び
博
物
館
）
に
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
企
画
趣
旨
】

　

響
灘
の
藍
島
南
西
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
る
白
洲
に
は

明
治
６
年
９
月
設
置
の
白
洲
灯
台
が
日
々
、
関
門
海
峡
を
行
き

交
う
船
舶
の
安
全
を
守
り
、
来
年
９
月
に
は
初
点
か
ら
１
５
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
白
洲
付
近
は
幕
末
・
維
新
の
頃
、
海
難
事
故
が
後
を
絶

た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
小
倉
北
区
長
浜
で
生
ま
れ
た

岩
松
助
左
衛
門
が
私
財
を
投
じ
て
灯
台
建
設
を
発
起
し
奔
走
、

灯
台
の
点
灯
を
見
る
こ
と
な
く
、
亡
く
な
っ
た
も
の
の
翌
年
に

は
明
治
政
府
に
よ
り
完
成
し
、現
在
ま
で
灯
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
同
翁
の
没
後
１
５
０
年
の
節
目
と
し
て
、
命
を
か
け

て
船
舶
往
来
の
安
全
を
願
っ
た
同
翁
を
偲
び
、
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
今
年
度
の
夏
休
み
期
間
に
は
北
九

州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
（
通
称
：
い
の
ち
の
た
び
博
物

館
）
に
お
い
て
、
白
洲
灯
台
が
こ
れ
か
ら
も
安
全
運
航
の
道
し

る
べ
と
し
て
機
能
し
続
け
る
よ
う
、
同
灯
台
の
役
割
を
伝
え
て

い
く
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
同
博
物
館
近
く
に

は
明
治
・
大
正
期
に
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
官
営
八
幡
製
鉄

所
跡
や
東
田
第
一
高
炉
跡
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
併
せ
て
歴
史
的

価
値
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

【
企
画
概
要
】

■
名　

称　
　

白
洲
灯
台
フ
ェ
ス 

in 

博
物
館

白
洲
灯
台
フ
ェ
ス

白
洲
灯
台
フ
ェ
ス
inin
博
物
館

博
物
館  

（
準
備
編
・
上
）

（
準
備
編
・
上
）

若
松
海
上
保
安
部
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■
場　

所　
　

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

　
　
　
　
　
　

北
九
州
市
八
幡
東
区
東
田
２

－

４

－

１

■
日　

時　
　

�

企
画
展
示
に
つ
い
て
は
６
月
２６
日（
月
）～
９
月

３
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

１
５
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
７
月
３０
日（
日
）

■
内　

容　
　

・�
博
物
館
に
よ
り
岩
松
助
左
衛
門
翁
や
白
洲
灯

台
等
関
連
古
文
書
、
青
春
座
資
料
な
ど
企
画

展
示

　

�（
歴
史
ポ
ケ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ー
ナ
ー

ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
９
）

　

�

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
午
前
午
後
各
１
回
展
示
物

説
明
会
実
施

・�

博
物
館
で
パ
ネ
ル
、
模
型
及
び
灯
台
レ
ン
ズ

な
ど
現
物
の
展
示
（
樺
島
灯
台
資
料
館
か
ら

借
用
）

　

�（
歴
史
ポ
ケ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ー
ナ
ー

ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
１０
）

・�

イ
ベ
ン
ト
当
日
に
は
博
物
館
内
研
修
室
に
て

親
子
連
れ
（
先
着
順
：
午
前
午
後
合
計
４０
名

限
定
）向
け
ミ
ニ
灯
台
製
作（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
を
活
用
し
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
点
灯
構
造
と
す
る
）

・�

イ
ベ
ン
ト
前
ま
で
に
灯
台
に
ま
つ
わ
る
俳
句

を
募
集
し
、イ
ベ
ン
ト
当
日
に
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部
の
優
秀
作
品
を

表
彰
し
、
表
彰
式
の
場
で
発
表
し
て
も
ら
う

・�

最
後
の
灯
台
守
（
元 

女
島
灯
台
最
後
の
勤

務
）
に
よ
る
「
灯
台
守
の
く
ら
し
」
と
題
し

た
お
話
会

・�

東
田
地
区
世
界
遺
産
ツ
ア
ー
と
題
し
、
官
営

八
幡
製
鉄
所
や
東
田
第
一
高
炉
な
ど
の
見
学

会

■
そ
の
他　
　

・�

北
九
州
市
主
催
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
９
月
も

し
く
は
１０
月
）
に
白
洲
灯
台
付
近
航
行
に
つ

き
、
港
湾
空
港
局
と
調
整
中

・�

今
年
度
、
写
真
部
か
ら
優
秀
作
品
を
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
折
尾
高
校
に
１
５
０
周
年
記

念
の
お
菓
子
な
ど
の
製
作
を
依
頼
し
、
博
物

館
や
小
倉
城
に
て
販
売
（
折
尾
高
校
家
庭
科

教
師
か
ら
地
域
連
携
活
動
と
し
て
協
力
し
た

い
旨
、
連
絡
あ
り
）

　

※�

昨
年
イ
ベ
ン
ト
で
コ
ラ
ボ
和
菓
子
製
作
の

㈱
藤
屋
技
術
支
援
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地
域
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
樺
島
灯
台
資
料
館
展
示
物
の
一
部

（
写
真
１
～
３
：
樺
島
灯
台
資
料
館
展
示
品
）を
借
用
、ま
た（
公

社
）燈
光
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
石
油
灯
器
や
ガ
ス
灯
器
を
借

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
日
、
門
司
海
上
保
安
部
交
通

課
の
ご
協
力
に
よ
り
、
灯
ろ
う
や
パ
ネ
ル
な
ど
も
お
借
り
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
関
係
先
か
ら
提
供
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
、

女
島
灯
台
関
連
気
象
測
器
な
ど
（
写
真
４
～
５
）
に
つ
い
て
も
、

何
と
か
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

【
企
画
展
示
用
展
示
品
】

　

展
示
物
に
つ
い
て
、
博
物
館
側
は
明
治
期
灯
台
建
設
関
連
資

料
や
岩
松
家
古
文
書
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
若
松
海
上
保
安
部
側
で
は
灯
台
の
歴
史
に
つ
い
て
企
画
展

示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
部
で
は
展
示
で
き
る
も
の
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
く
ら
い
し
か
な

い
こ
と
か
ら
、
各
方
面
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
長
崎
海
上
保
安

部
交
通
課
の
ご
協
力
に
よ
り
、
長
崎
市
南
総
合
事
務
所
野
母
崎

写真 １

写真 ３

写真 ２
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台
に
関
す
る
資
料
な
ど
も
準
備
し
て
く
だ
さ
り
、
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
ま
で
備
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。
北
九
州
市
で
は
助
左
衛

門
に
関
す
る
郷
土
史
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
関
係
で
、
白
洲
灯

台
の
歴
史
を
知
る
人
も
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
同
図
書
館
館
長
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
多
方
面
か
ら
展
示
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

っ
た
話
も
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。

　

下
関
市
教
育
委
員
会
か
ら
も
と
て
も
興
味
深
い
物
品
（
写
真

６
～
７
）
な
ど
が
借
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
前
展
示
】

　

北
九
州
市
立
若
松
図
書
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
白
洲
灯
台
の

模
型
や
パ
ネ
ル
を
４
月
１
日
～
博
物
館
展
示
開
始
ま
で
の
間
に

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
（
写
真
８
～
写
真
１１
）。
館
長
（
写
真
８
）
ほ
か
司
書

の
方
々
に
よ
り
、
案
内
板
や
関
係
資
料
か
ら
抜
粋
し
た
白
洲
灯

写真 ４　気象観測用風速測定器

写真 ５　気象観測用気圧計

写真 ６　灯台レンズ回転巻揚機用分銅
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【
今
回
は
こ
こ
ま
で
】

　

次
回
は
準
備
編
・
下
と
し
て
、
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
夏
休
み
期
間
に

企
画
展
示
及
び
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
見
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

を
機
に
灯
台
の
普
及
啓
発
活
動
に
寄

与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真 ９　白洲灯台パネル・模型展示

写真 ８　北九州市立若松図書館長

写真10　白洲灯台パネル・模型展示

写真 ７　角島灯台色彩図
　　　　（建設当時のもの）

写真11
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１
　
は
じ
め
に

　

令
和
５
年
３
月
４
日
及
び
５
日
、「
令
和
４
年
度
海
の
京
都

の
文
化
観
光
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資

料
博
物
館
及
び
京
丹
後
市
庁
舎
２
階
（
京
都
府
）
に
お
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
本
誌
を
お
借
り

し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

主
催
は
同
博
物
館
、
京
丹
後
市
教
育
委
員
会
、
海
の
京
都
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（（
一
社
）京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
振
興
社
）、
後

援
は
、
京
丹
後
市
、
伊
根
町
（
京
都
府
与
謝
郡
）、
伊
根
町
教

育
委
員
会
に
よ
る
も
の
で
、
令
和
４
年
１２
月
２０
日
に
経
ケ
岬
灯

台
（
舞
鶴
海
上
保
安
部
管
理
）
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

私
は
、
５
日
の
午
後
に
「
現
役
の
航
路
標
識
に
つ
い
て
」
と

い
う
演
題
に
て
講
演
を
約
４５
分
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
に
よ
る
「
経
ケ
岬
灯
台
と
文
化
観
光
資
源

の
観
光
周
遊
活
用
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
て
、
経
ケ
岬

灯
台
か
ら
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
に
あ
る
伊
根
の
舟
屋
群
の
文
化

資
源
と
連
携
さ
せ
て
地
域
の
文
化
的
遺
産
を
観
光
に
生
か
す
方

策
を
探
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
、
講

演
会
場
で
の
聴
講
者

の
ほ
か
リ
モ
ー
ト
配

信
が
行
わ
れ
、
Ｚ
Ｔ

Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
収
録
、
放
送
さ
れ

た
た
め
、
会
場
に
来

ら
れ
な
か
っ
た
方
も

多
く
聴
講
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
こ

の
模
様
は
、
翌
日
の

新
聞
２
社
に
も
大
き

く
取
り
あ
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
海
の
京
都
の
文
化
観
光
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
て

「
海
の
京
都
の
文
化
観
光
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
て

元
四
日
市
海
上
保
安
部

元
四
日
市
海
上
保
安
部
　
藤
　
島
　
充
　
良

　
藤
　
島
　
充
　
良

パネルディスカッションの模様
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２
　
講
演
依
頼
の
経
緯

　
「
縁
が
縁
を
呼
ぶ
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た
縁
の
駒

を
た
ぐ
っ
て
い
き
、
繋
が
る
に
必
要
な
人
を
繋
げ
て
い
く
こ
と

と
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
公
演
依
頼
は
、
ま
さ
に
こ
の
言

葉
ど
お
り
、
縁
の
繋
が
り
と
運
命
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

令
和
４
年
１１
月
９
日
、
八
管
本
部
交
通
部
中
野
企
画
課
長
か

ら
突
然
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
同
課
長
と
は
、
か
つ
て
八
管

本
部
及
び
金
沢
海
上
保
安
部
に
て
同
勤
し
た
間
柄
で
あ
り
、
か

つ
て
私
も
八
管
本
部
交
通
部
企
画
課
長
を
経
験
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
電
話
要
件
は
、
過
去
の
業
務
経
緯
の
問
い
合
わ
せ
と
思

し
き
と
こ
ろ
、「
経
ケ
岬
灯
台
が
重
要
文
化
財
へ
の
答
申
を
受

け
た
こ
と
か
ら
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
博
物
館
等
が
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
灯
台
に
関
す
る
講
演
を
お
願

い
し
た
い
。」
と
の
オ
フ
ァ
ー
で
し
た
。

　

中
野
企
画
課
長
は
、
令
和
元
年
の
金
沢
海
上
保
安
部
交
通
課

長
勤
務
時
代
に
、
加
佐
岬
灯
台
７０
周
年
記
念
一
般
公
開
関
連
イ

ベ
ン
ト
に
て
私
の
講
演
を
聴
講
し
て
お
り
、
過
去
に
私
が
「
灯

台
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
」
や
市
民
大
学
講
座
な
ど
で
多
く
の
講

演
実
績
が
あ
る
こ
と
及
び
私
が
平
成
１３
年
度
か
ら
平
成
１７
年
度

の
５
年
間
、
八
管
本
部
に
て
技
術
官
の
経
験
が
あ
り
、
経
ケ
岬

灯
台
ほ
か
管
内
の
多
く
の
航
路
標
識
整
備
工
事
を
行
っ
た
経
験

を
鑑
み
、
講
演
講
師
の
選
定
に
至
っ
た
よ
う
で
す
。

　

中
野
企
画
課
長
か
ら
の
熱
い
オ
フ
ァ
ー
に
快
諾
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
後
、
舞
鶴
海
上
保
安
部
の
井
上
交
通
課
長
が
そ
の
電
話

に
替
わ
ら
れ
、
経
ケ
岬
灯
台
の
暗
弧
板
撤
去
の
経
緯
な
ど
地
域

の
方
に
興
味
深
い
話
を
し
て
ほ
し
い
と
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し

た
。

　

井
上
交
通
課
長
と
は
、
か
つ
て
八
管
区
で
２
回
同
勤
し
て
お

り
、
四
管
区
に
お
い
て
も
本
部
、
部
署
の
関
係
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
河
芸
マ
リ
ー
ナ
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
連
携
し
て
仕
事

を
し
て
お
り
、
私
の
過
去
の
講
演
実
績
の
こ
と
も
良
く
知
っ
て

お
ら
れ
、
主
催
者
か
ら
海
保
の
講
演
者
の
推
薦
を
求
め
ら
れ
た

際
、
真
っ
先
に
私
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
そ
う
で
す
。

３
　
講
演
概
要

　

今
回
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
か
ら
「
現
役
の
航
路
標

識
に
つ
い
て
」
と
い
う
演
題
に
て
依
頼
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
基

本
的
な
航
路
標
識
の
設
置
例
や
私
が
関
わ
っ
た
航
路
標
識
整
備

工
事
中
の
設
計
者
で
な
い
と
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
写
真
を
見
て

頂
き
、
分
か
り
や
す
い
、
勉
強
に
な
る
を
心
掛
け
、
面
白
お
か

し
く
語
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
経
ケ
岬
灯
台
な
ど
の
歴
史
的
灯
台
は
、
海
上
保
安
庁
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麻
生
嶋
さ
ん
と
は
、
私
が
尾
鷲
海
上
保
安
部
在
勤
中
の
平
成

２６
年
１１
月
に
三
木
埼
灯
台
（
三
重
県
尾
鷲
市
）
の
一
般
公
開
に

来
ら
れ
た
の
が
初
め
て
の
出
会
い
で
、「
愛
犬
と
と
も
に
全
国

の
灯
台
巡
り
を
し
て
い
る
。」
と
伺
い
ま
し
た
。
当
時
、
現
場

に
て
灯
台
の
話
を
麻
生
嶋
さ
ん
に
少
し
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
大
変
興
味
を
持
た
れ
た
よ
う
で
し
た
の
で
、「
灯

台
に
興
味
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
詳
し
く
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ま
た
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。」
と
伝
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
翌
年
に
私

を
訪
ね
て
尾
鷲
海
上

保
安
部
ま
で
来
て
い

た
だ
き
、
日
本
灯
台

史
に
つ
い
て
１
時
間

た
っ
ぷ
り
お
話
を
聞

い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

麻
生
嶋
さ
ん
は
、

今
回
の
講
演
は
、
私

に
と
っ
て
最
後
の
講

演
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
お
ら
れ
、
忙
し

い
中
、
会
場
に
お
越

も
灯
台
が
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
定
期
的
に
化
粧

直
し
を
行
っ
た
り
、
一
般
公
開
を
行
う
な
ど
地
域
の
観
光
支
援

に
繋
が
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
般
の
灯
台
機
器
は
新
し
い
機
器
に
換
装
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
経
ケ
岬
灯
台
の
第
一
等
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
と

水
銀
層
式
回
転
機
械
は
、
建
設
当
時
か
ら
の
機
器
が
そ
の
ま
ま

現
役
使
用
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
残
さ
れ
た
歴
史
的
文

化
的
価
値
が
高
い
灯
台
で
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
機
器
は
、
現

灯
台
で
大
切
に
残
し
て
ほ
し
い
。」
と
私
の
思
い
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
私
が
関
わ
っ
た
経
ケ
岬
灯
台
の
暗
弧
板
撤
去
や
日

時
計
の
里
帰
り
に
係
る
経
緯
や
裏
話
な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
興
味
深
く
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
聴
講
者
の
方
か
ら
、「
実
際
に
、
そ
の
灯

台
の
設
計
な
ど
に
関
わ
っ
た
人
の
話
は
、
と
て
も
説
得
力
が
あ

っ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」
と
の
嬉
し
い
お
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
講
演
に
は
、
灯
台
フ
ァ
ン
で
燈
光
会
会
員
で

も
あ
る
麻
生
嶋
さ
ん
が
、
遠
方
か
ら
今
回
の
講
演
会
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
講
演
終
了
後
に
は
、
花
束
と
お
土
産
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

経ケ岬灯台に係る説明



—  33  —

な
っ
た
料
理
旅
館
で
、
１１
年
ぶ
り
に
女
将
さ
ん
に
会
え
た
こ
と

が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

霞
月
旅
館
は
、
私
が
八
管
本
部
勤
務
時
代
に
灯
台
記
念
日
祝

賀
会
な
ど
大
切
な
行
事
の
際
に
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

１
９
０
２
年
創
業
の
老
舗
旅
館
で
あ
り
、
特
に
大
広
間
は
格
式

の
高
い
折お

り

上あ
げ

天て
ん

井じ
ょ
うが

採
用
さ
れ
、
か
つ
て
皇
族
の
方
も
宿
泊
さ

れ
た
こ
と
の
あ
る
名
門
料
亭
で
す
。
５
年
前
に
大
幅
な
改
修
が

行
わ
れ
た
そ
う
で
、
各
部
屋
は
新
築
同
様
に
模
様
替
え
が
行
わ

れ
て
お
り
、
快
適
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

霞
月
旅
館
で
の
夕
食
は
、
旧
職
場
で
の
仲
間
に
囲
ま
れ
、
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
末
を
も
っ

て
、
海
上
保
安
庁
を
完
全

退
職
す
る
に
あ
た
り
、
本

講
演
が
最
後
の
業
務
と
な

り
、
関
係
者
の
方
々
に
最

後
の
花
道
と
な
る
講
演
会

の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
あ
り
、
本

当
に
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

し
い
た
だ
き
、
花
束
を
用
意
し
て
く
れ
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
、

感
動
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

４
　
お
わ
り
に

　

講
演
会
は
、
通
算
１１
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
部
署
に
て
企

画
し
た
の
は
３
回
で
、
８
回
は
部
外
か
ら
の
講
演
依
頼
に
よ
る

も
の
で
、
人
と
の
繋
が
り
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
こ
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
通
算
８
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
八
管
本
部
を
通
し
、

京
都
府
内
に
て
１１
年
ぶ
り
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し

恩
返
し
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１１
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
舞

鶴
は
、
随
分
飲
食
店
な
ど

の
街
並
み
も
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昔
の
た
た
ず

ま
い
は
、
懐
か
し
さ
と
当

時
の
思
い
出
を
蘇
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
今
回
宿
泊
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
「
霞
月
旅

館
」
は
私
が
８
年
間
、
公

私
と
も
に
大
変
お
世
話
に

講演終了後の模様

霞月旅館の模様
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開
設
の
た
め
整
備
し
た
沿
岸
大
型
灯
台
で
あ
り
、
航
路
を
航
海

す
る
船
舶
の
視
点
で
は
屋
久
島
灯
台
の
名
称
に
違
和
感
な
く
、

灯
台
の
名
称
付
与
基
準
に
そ
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
灯
台

の
名
称
付
与
基
準
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
今

で
も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
点
、
普
段
の
認
識
の
中
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

事
で
す
が
屋
久
島
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
久
島
は
江
戸
時
代
に
は
薩
摩
藩
を
治
め
た
島
津
家
が
領
主

と
し
て
治
め
て
い
ま
す
。
島
津
家
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
徳

川
家
に
仕
え
薩
摩
藩
を
治
め
た
名
家
で
あ
り
、
江
戸
時
代
幕
末

か
ら
明
治
維
新
に
か
け
ま
し
て
活
躍
し
ま
し
た
薩
摩
、
長
州
、

土
佐
の
三
藩
の
力
を
ま
と
め
、
中
心
と
な
っ
て
尊
王
攘
夷
運
動

を
進
め
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
学
校
で
の
歴
史
教
科

書
で
学
ん
で
お
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代
幕
末
ま
で
種

子
島
、
屋
久
島
は
薩
摩
藩
の
領
地
で
あ
り
、
島
津
家
に
仕
え
て

い
た
領
主
、
種
子
島
家
が
種
子
島
に
居
住
し
治
め
て
い
た
の
で

す
が
屋
久
島
に
は
領
主
が
い
ま
せ
ん
。
種
子
島
は
領
主
と
し
て

種
子
島
家
が
治
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
か
ら
少
し
灯
台
の
話
題
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

が
近
年
に
な
っ
て
屋
久
島
が
良
く
知
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
事
に

つ
い
て
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
た
か
、
私
な
り
の

体
験
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
事
に
ふ
れ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
が
日
ご
ろ
の
暮
ら
し
の
中
で
の
会
話
で「
屋
久
島
灯
台
」

と
言
っ
て
「
何
処
の
灯
台
」
と
会
話
が
進
め
ら
れ
、
質
問
さ
れ

る
事
は
無
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
皆
さ

ん
に
と
っ
て
屋
久
島
は
身
近
な
島
で
名
前
を
知
ら
れ
た
島
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
常
の
生
活
で
大
切
な
気
象
予
報
で
さ
え

も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
放
送
で
は
九
州
の
南
海
域
の
予
報
は「
種
、

屋
久
地
方
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。「
種
」
は
当
然
、
種
子
島

の
簡
略
表
現
で
あ
り
、
屋
久
島
は
表
現
通
り
九
州
南
海
域
の
島

と
し
て
良
く
知
ら
れ
た
屋
久
島
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
屋
久
島
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
は
普
段
の
生

活
・
会
話
の
中
で
は
同
灯
台
を
屋
久
島
灯
台
と
呼
ば
れ
ま
せ

ん
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
永
田
の
灯
台
」
と
言
わ
れ
呼
ば
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
同
灯
台
の
立
地
し
て
い
る
岬
の
名
前
で
屋
久
島

灯
台
を
表
現
さ
れ
る
の
で
す
。「
永
田
の
灯
台
」
の
名
称
は
灯

台
の
名
称
付
与
基
準
か
ら
間
違
い
で
は
な
い
の
で
す
が
、
屋
久

島
灯
台
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
我
が
国
が
、
明
治
時
代
の
日
清

戦
争
後
に
台
湾
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
で
、
台
湾
航
路

屋
久
島
灯
台
で
の
出
合

　
⑴ 
屋
久
島
灯
台
臨
時
滞
在
業
務

�

普
通
会
員
　
岩
尾
　
亮
二
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明
治
、
大
正
、
昭
和
の
時
代
の
流
の
中
で
屋
久
杉
の
保
護
を

目
的
と
し
た
原
生
林
自
然
環
境
保
全
等
の
指
定
、
そ
し
て
平
成

の
時
代
に
組
織
化
さ
れ
た
屋
久
島
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
指
定
と

つ
な
が
り
ま
す
。
屋
久
島
が
私
達
に
と
り
ま
し
て
身
近
な
島
で

あ
る
こ
と
の
由
縁
と
考
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

明
治
時
代
に
な
っ
て
「
西
洋
に
追
い
付
け
追
い
越
せ
」
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
言
葉
ど
お
り
我
が
国
が
世
界
に
進
出
し
て

い
く
時
代
の
流
れ
の

中
で
海
上
交
通
を
確

保
す
る
目
的
の
も
と

に
屋
久
島
西
岸
の
永

田
岬
に
灯
台
が
明
治

二
十
八
年
に
整
備
さ

れ
、
沢
山
の
歴
史
を

重
ね
な
が
ら
、
ま
た

沢
山
の
方
々
の
思
い

を
包
み
込
み
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
る

事
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

私
に
は
屋
久
島
灯

　

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
種
子
島
は
山
岳
の
少
な
い
平
坦
な
細

長
い
島
で
す
が
平
地
が
多
く
田
畑
が
広
が
る
島
で
す
。
逆
に
屋

久
島
は
海
岸
か
ら
直
ぐ
に
数
百
メ
ー
タ
ー
の
山
が
そ
び
え
、
島

を
守
る
よ
う
に
繋
が
る
山
岳
の
島
で
あ
り
田
畑
が
少
な
く
経
済

的
に
領
主
の
支
配
が
難
し
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
こ
で
田
畑
の
多
い
種
子
島
の
種
子
島
家
が
屋
久
島

も
治
め
島
津
家
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
く
ま
で
鹿
児
島
県
内
で
の
転
勤
を
重
ね
、
合
計

１７
年
間
の
居
住
年
数
を
重
ね
た
鹿
児
島
の
歴
史
を
深
く
研
究
し

た
こ
と
の
な
い
私
の
実
体
験
の
所
見
で
す
が
。

　

ま
た
、「
屋
久
島
は
ひ
と
月
に
三
十
五
日
雨
が
降
る
」
と
言

う
格
言
も
あ
る
ぐ
ら
い
雨
量
の
多
い
島
で
す
。
こ
の
雨
の
お
か

げ
で
樹
木
が
大
き
く
成
長
し
ま
す
が
海
岸
近
く
に
名
の
知
れ
た

滝
、
瀑
布
が
幾
つ
も
あ
り
、
屋
久
島
灯
台
の
紹
介
の
航
空
写
真

か
ら
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
屋
久
島
は
急
峻
な
岩

石
の
海
岸
で
す
か
ら
大
き
く
成
長
し
た
樹
木
は
切
り
出
し
に
は

相
当
の
高
い
技
術
と
予
算
が
必
要
と
言
え
ま
す
。
こ
の
大
き
く

成
長
し
た
樹
木
が
切
り
出
さ
れ
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

は
江
戸
時
代
後
期
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
江
戸
時
代

の
建
築
技
術
の
発
展
と
共
に
、
縄
文
杉
の
名
称
で
屋
久
杉
が
建

築
材
と
し
て
価
値
が
認
め
ら
れ
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
銘
木

屋
久
杉
の
産
地
と
し
て
世
界
的
に
有
名
に
な
り
ま
す
。

昭和40年代当時の屋久島灯台航空写真
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多
岬
灯
台
、
臥
蛇
島
灯
台
を
滞
在
管
理
す
る
大
規
模
事
務
所
で

あ
り
、
着
任
し
た
同
期
生
は
滞
在
業
務
に
邁
進
す
る
日
々
で
あ

り
、
事
務
所
勤
務
で
休
み
に
な
る
と
私
の
勤
務
地
で
あ
る
野
間

池
ロ
ラ
ン
航
路
標
識
事
務
所
へ
遊
び
に
来
て
各
灯
台
の
滞
在
業

務
で
の
沢
山
の
出
来
事
に
つ
い
て
豊
富
な
話
題
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
着
任
し
て
か
ら
一
年
を
過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
が
、
当
時
は
各
家
庭
に
マ
イ
カ
ー
が
普
及
し
だ
し
た

時
代
、
同
期
生
は
車
を
購
入
、
な
ん
と
乗
っ
て
き
た
車
は
ト
ヨ

タ
の
高
級
車
、
カ
ロ
ー
ラ
カ
ス
タ
ム
、
滞
在
業
務
で
の
旅
費
等

に
恵
ま
れ
て
ロ
ー
ン
の
返
済
も
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
時
、
私
は
ロ
ラ
ン
局
の
当
直
勤
務
、
そ
し
て
無
線
機

器
の
保
守
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
習
熟
、
第
２
級
無
線
技
術
士
の

資
格
取
得
に
勉
強
す
る
日
々
で
し
た
。
同
期
生
の
話
に
指
を
咥

え
な
が
ら
聞
い
て
い
た
私
は
背
中
を
押
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
単

車
の
製
造
販
売
が
中
心
で
あ
っ
た「
ホ
ン
ダ
」が
軽
自
動
車「
ホ

ン
ダ
Ｎ
３
６
０
」
を
販
売
し
ま
す
。
私
も
鹿
児
島
市
内
の
販
売

店
で
ロ
ー
ン
を
組
み
マ
イ
カ
ー
を
所
有
す
る
若
者
に
な
り
ま
し

た
。
昭
和
四
十
年
代
後
半
は
正
に
一
家
族
に
一
台
の
自
家
用
車

が
普
及
し
て
い
く
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ロ
ラ
ン
局
勤
務
の
中
で
「
屋
久
島
灯
台
と
の
出
合
」
は
広
が

り
深
ま
り
ま
す
。
ロ
ラ
ン
局
勤
務
に
お
い
て
同
勤
の
方
で
、
年

台
を
管
理
し
て
い
た
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務
所
の
勤
務
経
歴
は

あ
り
ま
せ
ん
が
逆
に
客
観
的
視
線
で
灯
台
守
の
出
会
い
と
地
域

と
の
絆
を
紹
介
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
半
世
紀
も
前
の

こ
と
に
な
り
ま
す
が
ご
紹
介
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
四
年
三
月
、
私
が
海
上
保
安
学
校
を
卒
業
し
初
任

の
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
管
内
の
野
間
池
ロ
ラ
ン
航
路
標
識

事
務
所
勤
務
時
代
に
屋
久
島
灯
台
と
の
出
合
が
始
ま
り
ま
す
。

　

灯
台
科
一
七
期
生
二
十
八
名
が
海
上
保
安
学
校
を
後
に
し
、

そ
の
内
三
名
が
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
部
の
事
務
所
へ
発
令

さ
れ
、
う
ち
一
名
が
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務
所
へ
、
そ
の
同
期

生
と
の
交
流
の
中
で
最
初
の
屋
久
島
灯
台
と
の
出
合
が
始
ま
り

ま
す
。

　

同
期
生
の
一
人
、
Ｆ
官
は
海
上
保
安
学
校
学
生
時
代
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
は
万
能
、
勉
強
も
上
手
に
こ
な
し
、
外
出
許
可
の
日
に

は
舞
鶴
近
郊
の
各
地
に
自
転
車
で
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
夏
の

暑
い
日
は
訪
れ
た
地
の
海
岸
で
泳
ぎ
、
磯
の
大
物
の
魚
を
射
止

め
る
の
も
朝
飯
前
、
そ
の
他
種
々
の
手
作
業
に
お
い
て
も
大
変

上
手
で
、
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務
所
の
勤
務
は
適
任
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
当
時
、
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務
所
は
昭
和
三
〇

年
代
に
進
め
ら
れ
た
事
務
所
の
統
廃
合
、
集
約
に
伴
い
鹿
児
島

湾
か
ら
薩
摩
半
島
、
大
隅
半
島
の
航
路
標
識
を
見
回
り
管
理
す

る
と
共
に
大
型
沿
岸
標
識
の
種
子
島
灯
台
、
屋
久
島
灯
台
、
佐
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ど
の
道
を
買
い
物
に
行
く
こ
と
は
日
常
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
様
に
私
の
同
期
生
や
指
導
教
官
で
あ
っ
た
先
輩
の
話
で
屋

久
島
灯
台
の
地
域
の
絆
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
野
間
池

ロ
ラ
ン
局
で
の
勤
務
を
一
年
半
ぐ
ら
い
続
け
て
い
た
時
に
局
で

の
職
員
全
体
会
議
で
所
長
さ
ん
か
ら
「
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務

所
か
ら
管
区
本
部
を
通
し
て
滞
在
業
務
に
職
員
派
遣
依
頼
が
来

て
い
る
」
と
の
事
、
突
然
の
依
頼
で
し
た
。

　

私
は
ロ
ラ
ン
局
勤
務
が
身
に
つ
い
て
来
て
慣
れ
て
き
た
時
期

で
し
た
の
で
灯
台
と
地
域
の
絆
の
話
題
に
満
ち
て
い
た
私
は
即

座
に
手
を
挙
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ロ
ラ
ン
局
職
員
皆
さ
ん
の

ご
配
慮
の
元
、
私
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
若
い
職
員
の
派

遣
を
受
け
る
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務
所
で
も
種
々
検
討
さ
れ
、

臥
蛇
島
灯
台
、
佐
多
岬
灯
台
の
滞
在
は
無
理
と
判
断
さ
れ
屋
久

島
灯
台
の
滞
在
に
行
く
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

本
格
的
な
「
屋
久
島
灯
台
と
の
出
合
」
の
始
ま
り
で
す
。

　

指
定
さ
れ
た
滞
在
交
代
日
の
前
日
に
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務

所
へ
マ
イ
カ
ー
の
ホ
ン
ダ
Ｎ
３
６
０
で
出
発
し
事
務
所
着
、
運

用
課
長
か
ら
滞
在
中
の
業
務
、
定
期
船
で
の
交
代
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
事
務
所
の
当
直
室
で
一
泊
し
翌
日
の
朝
、
年
配
で

大
先
輩
の
課
長
さ
ん
と
共
に
定
期
船
で
屋
久
島
の
宮
之
浦
港

着
、
港
の
埠
頭
で
事
務
引
き
継
ぎ
、
昼
過
ぎ
に
屋
久
島
灯
台
に

入
り
ま
し
た
。
簡
単
に
昼
食
を
済
ま
せ
、
灯
台
の
施
設
、
運
用

齢
的
に
私
よ
り
一
回
り
先
輩
で
集
約
以
前
の
屋
久
島
灯
台
で
勤

務
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
て
私
の
指
導
教
官
的
存
在
。
無
線

回
路
の
動
作
原
理
、
普
段
の
勤
務
時
の
心
が
け
か
ら
無
線
局
で

の
勤
務
時
間
外
の
自
由
時
間
の
過
ご
し
方
ま
で
教
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
海
上
保
安
庁
灯
台
部
に
は
管
区
本
部
、
本
庁
で

活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
卒
業
生
が
沢
山
お
ら
れ
第
一
級
無
線
通

信
士
、
第
一
級
無
線
技
術
士
の
資
格
を
所
有
さ
れ
、
ロ
ラ
ン
局

で
同
勤
し
た
先
輩
は
無
線
局
の
通
常
の
執
務
業
務
に
は
精
通
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
記
憶
に
残
り
ま
す
。

　

ロ
ラ
ン
局
で
定
期
点
検
作
業
が
終
わ
り
ま
す
と
当
直
者
以
外

は
自
由
時
間
で
す
が
局
か
ら
離
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

年
齢
で
私
よ
り
一
回
り
先
輩
は
無
線
舎
の
ホ
ー
ル
で
私
へ
の
囲

碁
の
特
訓
と
な
り
碁
石
を
並
べ
な
が
ら
、
さ
ら
に
様
々
な
事
柄

や
出
来
事
に
つ
い
て
話
が
広
が
り
ま
す
。
当
然
、
屋
久
島
灯
台

で
の
業
務
、
生
活
、
暮
ら
し
ぶ
り
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の

話
や
職
員
同
士
の
懇
親
会
の
話
題
等
。
懇
親
会
で
食
べ
物
や
、

お
酒
が
切
れ
ま
す
と
私
に
と
っ
て
指
導
教
官
的
先
輩
が
灯
台
か

ら
一
番
近
い
永
田
の
集
落
ま
で
購
入
に
１
里
強
の
人
道
を
走
ら

れ
た
と
の
事
。
当
時
は
屋
久
島
一
周
の
車
の
通
行
可
能
な
道
路

は
未
整
備
で
、
海
岸
に
沿
う
よ
う
に
人
道
の
み
の
時
代
で
す
。

　

灯
台
が
立
地
す
る
永
田
岬
に
数
家
族
の
待
息
所
や
住
宅
が
あ

り
、
居
住
し
て
お
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
事
か
ら
１
里
強
ほ
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標
識
と
し
て
の
灯
台
の
電
源
の
中
心
で
あ
っ
た
発
動
発
電
機

（
Ｏ
Ｌ
９
Ａ
）
の
起
動
か
ら
始
ま
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
こ
と

を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
当
時
の
記
憶
は
薄
く
な
り
ま
し
た
が
、

先
ず
、
発
動
発
電
機
（
Ｏ
Ｌ
９
Ａ
）
の
起
動
で
す
。
そ
し
て
灯

台
の
燈
籠
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け
灯
火
点
灯
、
ス
ム
ー
ズ
な
フ
レ

ネ
ル
レ
ン
ズ
の
回
転
を
確
認
し
、
そ
し
て
対
岸
の
口
永
良
部
島

の
メ
ガ
先
灯
台
の
点
灯
も
確
認
し
、
日
誌
に
記
入
後
、
夕
食
に

な
り
ま
す
。（
日
に
よ
っ
て
順
番
は
変
わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
）

　

ロ
ラ
ン
局
で
勤
務
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
本
当
の

灯
台
守
の
日
々
の
始
ま
り
で
し
た
。
は
っ
き
り
し
た
記
憶
は
薄

く
な
り
ま
し
た
が
小
型
の
発
動
発
電
機
（
Ｏ
Ｌ
９
Ａ
）
が
３
台
、

ス
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
方
式
の
電
源
で
す
。
加
え
て
中
型
の
発
動
発

電
機
１
台
が
電
源
室
で
現
用
で
あ
っ
た
記
憶
も
残
り
ま
す
。

　

滞
在
中
の
作
業
の
中
心
は
本
灯
維
持
の
た
め
の
３
台
の
Ｏ
Ｌ

９
Ａ
の
う
ち
一
台
の
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
の
カ
ー
ボ
ン
を
清
掃

す
る
こ
と
が
ノ
ル
マ
と
の
こ
と
で
し
た
。
保
安
学
校
で
の
実
習

で
経
験
し
た
二
年
後
の
作
業
で
あ
り
何
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
完

了
し
ま
し
た
が
最
初
の
試
運
転
で
Ｏ
Ｌ
９
Ａ
が
大
き
な
音
を
立

て
て
回
転
し
だ
し
た
時
は
ホ
ッ
と
す
る
の
と
同
時
に
一
人
前
の

灯
台
守
の
自
分
が
見
え
て
心
か
ら
微
笑
み
が
出
て
嬉
し
く
な
っ

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
屋
久
島
を
一
周
し
な
が

ら
、
十
基
位
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
屋
久
島
の
港
湾
の

の
説
明
を
受
け
夕
刻
に
は
夕
食
の
準
備
を
申
し
出
て
本
格
的
に

十
五
日
間
の
滞
在
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
食
事
を
作

る
こ
と
は
ロ
ラ
ン
局
で
十
二
分
に
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
不
安

は
無
く
、
炊
事
に
前
向
き
に
な
れ
る
自
分
で
し
た
が
、
先
輩
が

作
ら
れ
た
食
事
は
、
食
べ
る
時
に
何
と
な
く
抵
抗
を
感
じ
る
私

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
見
る
と
食
事
当
番
の
申
し
出
は
大
正
解
で
し
た
。

十
五
日
間
の
滞
在
の
中
で
食
料
の
調
達
も
重
要
な
業
務
で
あ
り

永
田
集
落
の
行
き
つ
け
の
商
店
に
立
ち
寄
り
ま
す
。
食
事
当
番

は
商
店
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
で
は
主
役
な
の
で
す
。
海
上

保
安
庁
の
通
常
作
業
時
の
作
業
服
を
着
て
若
い
私
が
野
菜
、肉
、

魚
等
を
注
文
す
る
わ
け
で
す
か
ら
店
の
女
性
主
人
は
私
が
注
文

す
る
前
に
、
若
い
私
を
助
け
る
心
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
野
菜
、

肉
、
魚
な
ど
を
そ
ろ
え
て
通
常
の
販
売
価
格
よ
り
安
価
に
手
渡

し
て
く
れ
た
記
憶
が
浮
か
び
ま
す
。
私
は
、
お
店
の
方
々
と
は

初
対
面
で
す
が
お
店
の
方
に
と
っ
て
は
灯
台
守
と
し
て
昔
か
ら

の
知
り
合
い
で
は
な
い
に
し
て
も
「
私
の
考
え
て
い
る
事
は
知

っ
て
ま
す
よ
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
正
に

惣
菜
が
導
く
灯
台
と
地
域
の
方
々
と
の
絆
の
世
界
に
自
然
に
入

っ
て
行
っ
た
わ
け
で
す
。

　

本
業
の
滞
在
業
務
は
、
若
い
私
の
出
番
の
前
に
先
輩
主
導
で

す
。
先
ず
、
電
源
の
扱
い
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
当
時
沿
岸
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れ
、
滞
在
の
灯
台
守
が
自
炊
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
お
ら
れ
て

惣
菜
を
置
い
て
行
か
れ
る
の
で
す
。
夕
食
の
惣
菜
に
は
屋
久
島

の
特
産
的
な
お
魚
の
煮
付
け
等
の
一
品
が
加
わ
る
事
に
な
り
ま

す
。
お
逢
い
し
た
時
、
当
時
は
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す
が
退
職

し
て
今
に
な
っ
て
様
々
な
出
合
を
思
い
出
し
て
い
る
現
在
で
す
。

　

灯
火
を
点
灯
さ
せ
対
岸
の
メ
ガ
埼
灯
台
の
灯
火
点
灯
を
確
認

し
て
い
る
時
は
考
え
る
こ
と
も
な
く
職
務
と
し
て
日
々
の
務
め

を
果
た
す
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

日
々
の
務
め
の
中
で
大
切
な
食
事
は
、
冷
蔵
庫
の
中
と
相
談
し

な
が
ら
少
し
で
も
御
馳
走
に
近
づ
け
ま
す　

そ
し
て
、
食
事
を

し
な
が
ら
沢
山
の
経
験
を
積
ま
れ
て
い
る
先
輩
か
ら
炊
事
の
指

導
と
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
話
題
の
中
心
は
先
に
紹
介
し
ま
し

た
臥
蛇
島
灯
台
、
種
子
島
灯
台
、
佐
多
岬
灯
台
、
そ
し
て
当
地
、

屋
久
島
灯
台
で
の
滞
在
時
の
出
来
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
臥

蛇
島
に
は
ま
だ
住
民
が
住
ん
で
お
ら
れ
、
小
学
校
も
あ
っ
た
時

代
で
す
か
ら
島
に
定
住
し
て
い
る
若
い
青
年
が
灯
台
を
訪
問
し

て
き
て
色
々
と
話
を
し
た
事
な
ど
、
食
事
を
し
な
が
ら
の
話
で

す
か
ら
滞
在
交
代
日
を
計
算
に
入
れ
な
が
ら
食
料
を
如
何
に
大

切
に
使
う
か
が
話
題
に
な
ら
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

屋
久
島
灯
台
、
種
子
島
灯
台
は
定
期
旅
客
船
で
滞
在
交
代
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
の
で
交
代
日
が
大
き
く
延
長
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
臥
蛇
島
灯
台
、
佐
多
岬
灯
台
は
事

防
波
堤
灯
台
等
の
定
期
見
回
り
、
つ
い
で
に
食
料
等
の
調
達
も

行
い
、
先
輩
の
指
示
で
屋
久
島
を
一
周
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち

に
済
ん
だ
記
憶
が
残
り
ま
す
。途
中
、灯
火
看
守
補
助
員
の
方
々

や
平
素
お
世
話
を
頂
い
て
い
る
方
々
に
挨
拶
も
あ
り
、
新
人
と

し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ど
ち
ら
か
ら
来
ら
れ
ま
し
た
か
」

　
「
海
上
保
安
学
校
を
卒
業
し
大
隅
半
島
に
あ
り
ま
す
野
間
池

ロ
ラ
ン
航
路
標
識
事
務
所
、
新
米
職
員
と
し
て
無
線
局
で
勤
務

し
て
い
ま
し
て
臨
時
で
の
屋
久
島
灯
台
滞
在
勤
務
で
す
」

　
「
そ
う
で
す
か
、
大
変
で
す
ね
、
ご
苦
労
様
で
す
」

　
「
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
屋
久
島
灯
台
で
灯
台
守
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
方
々
と
地
域
の
方
々
と
の
絆
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
で
す
が
、

そ
の
時
は
初
対
面
の
灯
台
守
と
し
て
の
若
い
私
へ
の
歓
迎
の
言

葉
と
受
け
止
め
る
だ
け
で
、
航
路
標
識
業
務
を
四
十
年
、
そ
し

て
Ｏ
Ｂ
と
な
り
十
五
年
を
経
て
、
今
に
な
っ
て
灯
台
守
と
地
域

の
方
々
と
の
特
別
な
絆
、
愛
情
に
気
持
ち
を
良
く
し
て
い
る
私

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
屋
久
島
灯
台
が
立
地
す
る
永
田
岬
の
先
端
の
岩
場
に
は

永
田
集
落
の
守
り
神
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
地
蔵
様

が
あ
り
永
田
集
落
の
方
々
は
御
参
り
に
来
ら
れ
ま
す
。そ
の
時
、

灯
台
待
息
所
の
玄
関
前
を
通
ら
れ
る
と
き
必
ず
声
を
か
け
ら
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務
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。
特
に
集
約
以
前
の
屋
久
島
灯
台
で

勤
務
さ
れ
た
指
導
教
官
か
ら
多
岐
に
つ
い
て
逆
に
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
だ
経
験
が
浅
い
当
時
の
私
は
永
田
集
落
と
屋
久
島
灯
台
の

絆
の
強
さ
を
印
象
づ
け
ら
れ
る
話
と
し
て
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
灯
台
の
仕
事
を
卒
業
し
十
六
年
、
人
生
の
終
盤
を
迎
え

た
今
に
な
っ
て
灯
台
と
地
域
と
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
先
輩
灯
台
守
の
皆
さ
ん
が
厳
し
い
環
境
の
下
、
家
族
と
共

に
業
務
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、
地
域
の
方
々
と
も
正
面
か
ら

交
流
し
海
の
安
全
に
寄
与
し
て
来
ら
れ
た
賜
物
と
言
え
る
の
で

し
ょ
う
。
沢
山
の
思
い
出
が
浮
か
び
ま
す
。

　

米
国
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
か
ら
引
き
継
ぎ
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
隊

員
の
生
活
の
痕
跡
も
残
る
野
間
池
ロ
ラ
ン
局
で
無
線
業
務
の
修

練
を
受
け
な
が
ら
の
屋
久
島
灯
台
滞
在
で
し
た
が
灯
台
守
と
地

域
の
絆
に
つ
い
て
沢
山
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
転
勤
を
重
ね
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
灯
台
部
監
理
課

勤
務
で
あ
っ
た
時
、
平
成
八
年
に
屋
久
島
灯
台
が
点
灯
百
周
年

を
迎
え
、
こ
の
時
の
経
験
が
大
き
く
牽
引
し
助
け
ら
れ
る
私
で

し
た
。

　

次
に
灯
台
と
地
域
と
の
絆
の
基
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
屋
久

島
燈
台
点
灯
百
周
年
記
念
式
典
」
に
続
き
ま
す
。

務
所
所
属
の
灯
台
業
務
用
船
「
ず
い
う
ん
」
で
の
渡
海
交
代
に

な
り
、
天
候
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
食
料
の
中
心
、
米
、
味
噌
、

醤
油
、
砂
糖
、
塩
は
十
分
余
裕
を
も
っ
て
備
え
て
い
ま
す
が
、

野
菜
、
肉
等
は
難
し
い
扱
い
に
な
り
ま
す
。
自
然
に
海
岸
で
の

釣
り
な
ど
食
料
確
保
が
大
切
と
な
り
、
食
事
中
の
話
の
内
容
に

は
熱
が
入
り
ま
す
。
私
は
基
本
的
に
は
山
育
ち
で
あ
り
釣
り
の

話
は
「
話
の
話
」
で
終
わ
っ
た
の
で
す
が
、
海
で
泳
い
で
貝
の

採
集
、
鉾
で
の
魚
の
捕
獲
は
私
に
と
っ
て
は
「
話
の
話
」
で
な

く
熊
本
の
日
本
三
大
急
流
の
一
つ
球
磨
川
で
実
践
済
み
で
あ
り

屋
久
島
灯
台
の
海
岸
の
具
体
的
穴
場
の
話
に
広
が
り
、
先
輩
の

指
導
の
基
に
天
候
と
潮
時
を
見
て
実
戦
と
な
り
ま
し
た
。
私
の

成
績
は
上
の
上
、
御
蔭
で
冷
蔵
庫
の
中
は
豊
か
に
な
り
食
料
の

心
配
も
薄
ら
ぎ
先
輩
と
の
食
事
中
の
話
は
最
も
楽
し
い
時
間
に

成
長
し
ま
し
た
。

　

歴
史
を
重
ね
た
灯
台
と
地
域
の
方
々
と
の
絆
、
そ
し
て
心
の

交
流
を
感
じ
さ
せ
る
特
別
な
思
い
を
起
こ
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
海
上
保
安
官
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
新
米
職
員
の
私
が
映

画
や
小
説
等
で
知
っ
て
い
る
灯
台
台
守
の
体
験
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
十
五
日
間
の
屋
久
島
灯
台
の
滞
在
は
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
間
池
ロ
ラ
ン
局
の
当
直
勤
務
に
帰
着
し
、
次
に
待
っ
て
い

た
事
は
ロ
ラ
ン
当
直
勤
務
に
お
け
る
屋
久
島
灯
台
で
の
滞
在
勤
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灯
火
を
見
守
っ
て
７２
年
！ 

 

有
終
の
美
を
飾
る

　

こ
の
た
び
、
当
部
所
管
の
「
満
越
ノ
瀬
戸

灯
浮
標
」、「
高
杢
島
北
東
方
灯
浮
標
」
の
灯

火
を
監
視
さ
れ
て
き
た
小こ

幡ば
た

保た
も
つ 

様 （
９５
歳
）

が
有
終
の
美
を
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
幡
様
は
、
当
庁
が
創
設
さ
れ
て
２
年
後

の
昭
和
２５
年
に
「
満
越
ノ
瀬
戸
灯
浮
標
」
の

監
視
を
始
め
ら
れ
、
実
に
７２
年
の
長
き
に
亘

り
灯
火
を
見
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
（「
高

杢
島
北
東
方
灯
浮
標
」
は
昭
和
５３
年
か
ら
監

視
）。
全
国
の
灯
火
監
視
協
力
者
の
最
年
長

で
、
監
視
の
最
長
記
録
を
更
新
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
、
灯
火
監
視
を
辞
退
し

た
い
と
残
念
な
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
ご
健
在
で
、
監

視
を
続
け
て
頂
き
た
い
気

持
ち
も
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
元
気
な
う
ち
に
区
切

り
を
つ
け
た
い
と
の
意
思

を
尊
重
し
、
せ
め
て
、
こ

れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
解
嘱
状
の
伝
達

式
を
計
画
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
取

材
も
考
慮
し
、
日
時
、
場

所
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
仰
々
し
い
こ
と
は
遠

慮
す
る
と
の
返
答
に
焦
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

伺
っ
て
趣
旨
を
説
明
し
、

ど
う
に
か
最
後
の
花
道
を

お
膳
立
て
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

か
く
し
て
、
３
月
２７
日

（
月
）
自
宅
近
く
の
公
民

館
を
お
借
り
し
て
解
嘱
状

の
伝
達
式
を
実
施
し
ま
し

高杢島北東方灯浮標満越ノ瀬戸灯浮標

表彰の数々、大切に飾られていました

叙勲（平成 4年秋）叙勲（平成 4年秋）
（財）日本顕彰会表彰状（財）日本顕彰会表彰状

（昭和56年）（昭和56年）
海上保安庁長官感謝状海上保安庁長官感謝状

（昭和48年）（昭和48年）
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た
。
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
長
か

ら
感
謝
状
の
贈
呈
も
あ
り
、
併
せ
て
熊
本
海

上
保
安
部
長
か
ら
小
幡
様
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。“
日
本
一
”
を
強
調
し
て
広
報
を
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
（
テ
レ
ビ
局
３

社
、
新
聞
２
社
、
地
元
自
治
体
）
の
取
材
が

あ
り
ま
し
た
。
長
年
の
思
い
出
に
限
ら
ず
航

路
標
識
の
役
割
や
重
要
性
も
交
え
て
お
話
を

さ
れ
、
最
後
に
当
庁
業
務
の
Ｐ
Ｒ
に
も
大
き

く
貢
献
し
て
頂
き
ま
し
た
。
立
ち
会
っ
た
職

員
も
、
笑
顔
で
取
材
に
応
じ
ら
れ
る
姿
を
見

て
い
て
、
今
ま
で
の
ご
苦
労
に
対
し
、
自
然

と
感
謝
の
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。

　
「
小
幡
様
、
長
い
間
灯
火
を
見
守
っ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

【
小
幡
様
と
の
会
話
よ
り
】

「
孫
に
助
っ
人
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
監
視
を
怠
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
は
体
調
が
優
れ
な
い
時
も
あ

り
、
こ
こ
ら
が
潮
時
で
し
ょ
う
。
後
任
も
決

め
て
、
も
う
引
き
継
ぎ
も
終
わ
っ
て
い
る
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。」

「
一
番
の
思
い

出
は
、
灯
火
監

視
の
功
績
で
平

成
４
年
秋
に
叙

勲
さ
れ
た
こ
と

で
す
。
勲
章
と

記
念
写
真
は
大

切
に
飾
っ
て
い

ま
す
。」

「
今
も
晩
酌
は

欠
か
せ
ま
せ

ん
。
量
は
控
え

め
で
焼
酎
を
薄

く
し
て
飲
ん
で

い
ま
す
。
元
気

の
源
で
す
。」

�

（
熊
本
海
上
保

安
部
）

取材を受けられる小幡様（長時間の取
材にも元気に対応されていました）

小野熊本部長から解嘱状、感謝状の伝達

小野熊本部長と記念撮影監視標識の見渡せる場所で新旧交代
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奄
美
群
島
初
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
射
灯 

～
海
上
交
通
の
安
全
の
た
め
に
～

　

3
月
15
日
、
奄
美
大
島
笠
利
湾
の
海
の
み

ち
し
る
べ「
竜
郷
港
阿
丹
埼
北
東
方
照
射
灯
」

は
奄
美
群
島
で
初
め
て
光
源
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
を
使
っ
た
照
射
灯
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

笠
利
湾
は
奄
美
大
島
の
北
部
に
位
置
し
、

古
く
は
奄
美
群
島
が
琉
球
に
従
属
し
た
時
期

か
ら
琉
球
と
の
船
に
よ
る
交
易
が
盛
ん
で
、

江
戸
初
期
１
６
０
９
年
に
薩
摩
藩
が
琉
球
を

統
治
し
て
か
ら
は
、
薩
摩
藩
の
役
所
な
ど
が

置
か
れ
多
く
の
船
が
出
入
り
、
明
治
維
新
で

活
躍
し
た
西
郷
隆
盛
が
潜
居
を
命
じ
ら
れ
た

時
の
謫
居
跡
も
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
奄
美

大
島
最
大
の
九
州
電
力
龍
郷
火
力
発
電
所
な

ど
が
有
り
、
石
油
な
ど
の
船
に
よ
る
輸
送
や

荒
天
時
の
船
の
避
難
場
所
と
し
て
重
要
な
湾

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

照
射
灯
は
光
源
が
こ
れ
ま
で
の
メ
タ
ル
ハ

ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ
た
こ
と

で
消
費
電
力
が
２
０
０
Ｗ
か
ら
１
２
８
Ｗ
へ

約
０
・
６
４
倍
、
光
源
の
寿
命
が
6
千
時
間

か
ら
4
万
時
間
へ
約
8
・
3
倍
、
メ
タ
ル
ハ

ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
は
瞬
間
停
電
で
も
再
点
灯
に

20
分
以
上
か
か
る
た
め
Ｕ
Ｐ
Ｓ
（
無
停
電
々

源
）
が
必
要
で
す
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
は
不
要
と
な

り
、
性
能
が
向
上
し
維
持
コ
ス
ト
も
大
き
く

縮
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
海
上
保
安
部
は
、
外
海
離
島
で
あ
る

奄
美
群
島
の
安
全
安
心
に
努
め
ま
す
。

�

（
奄
美
海
上
保
安
部
）

ご家族、ご親戚も加わって記念撮影　『小幡様ありがとうございました！』

竜郷港阿丹埼北東方照射灯竜郷港阿丹埼北東方照射灯
九電発電所九電発電所

名瀬港名瀬港

今井埼灯台今井埼灯台
笠
利
湾

笠
利
湾

笠利埼灯台笠利埼灯台

奄美空港奄美空港
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3
年
4
ヶ
月
ぶ
り

�

国
際
ク
ル
ー
ズ
船
入
港

～
コ
ロ
ナ
禍
も
和
ら
い
で
～

　

3
月
23
日
、
奄
美
大
島
の
名
瀬
港
に
3
年

4
ヶ
月
ぶ
り
に
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
が
入
港
し

ま
し
た
。

　

入
港
し
た
の
は
、
セ
ブ
ン
シ
ー
ズ
エ
ク
ス

プ
ロ
ー
ラ
（
バ
ハ
マ
船
籍
、
５
５
２
５
４
ト

ン
）
で
14
日
に
東
京
を
出
港
し
、
前
寄
港
地

の
長
崎
か
ら
10
時
30
分
に
観
光
船
バ
ー
ス
に

着
岸
、
乗
客
約
６
５
０
人
が
奄
美
大
島
の
美

し
い
自
然
や
文
化
を
楽
し
み
、
18
時
に
は
次

の
寄
港
地
の
那
覇
に
向
け
て
出
港
し
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
和
ら
ぎ
、
今
後
、
島
外
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
奄
美

海
上
保
安
部
は
、
住
民
や
来
島
者
が
安
心
し

て
安
全
に
奄
美
群
島
の
豊
か
で
美
し
い
自
然

を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
に
よ
る
海
の
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

�

（
奄
美
海
上
保
安
部
）

昼間の状況昼間の状況夜間の照射状況夜間の照射状況

セブンシーズエクスプローラセブンシーズエクスプローラ

巡視船 ｢かいもん｣巡視船 ｢かいもん｣

巡視船 ｢あまぎ｣巡視船 ｢あまぎ｣
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栗山　一之 様（50代）大阪府東大阪市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 4年 9月11日　潮岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年10月15日　都井岬灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

HPを見て。
☆ 16か所巡った感想　遠かった。

第102号

全国北から南までの16灯台巡っていただき、誠にありがとうございました。
達成者の皆様、おめでとうございます！

のぼれる灯台（16基）のぼれる灯台（16基）
スタンプラリー達成者スタンプラリー達成者

第14弾

H.H 様（60代）岐阜県在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 4年 3月30日　大王埼灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年10月18日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　コンプリート達成する為

第103号

麻生　秀樹 様（54歳）東京都世田谷区在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 1年 9月 7日　潮岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年10月22日　平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ
　 潮岬灯台でスタンプ帳を買ったため。
☆ 16か所巡った感想

コロナもあって時間がかかり大変でしたが、達成できて良かったです。

第104号
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かやこ 様　東京都中野区在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 2年 9月21日　都井岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年10月22日　尻屋埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　

友人の紹介。
☆ 16か所巡った感想　

行った先の旅行も合わせて、すべて最高でした。大変に嬉しいです。

KUMA 様（40代）岐阜県在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 令和 4年 5月29日　潮岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年10月27日　出雲日御碕灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

かんばんを見て。
☆ 16か所巡った感想　

達成感がすごいです。天候により観覧出来な
い時もあり大変でした。

まゆこ 様　東京都品川区在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 2年 9月21日　都井岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年10月22日　尻屋埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　

灯台が好きなので。
☆ 16か所巡った感想　

達成しました。嬉しいです。

第105号
（同着）

第105号
（同着）

第107号
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中村　倫也 様（32歳）東京都在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 3年 2月23日 出雲日御碕灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年10月29日 平安名埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

映画「ハナミズキ」で灯台の魅力を感じた為。
☆ 16か所巡った感想　

全国巡り、大変楽しかったです。引き続き他の灯台を巡ります。

楠橋　信男 様（64歳）大阪府寝屋川市在住
☆ スタンプラリー開始年月日
　 平成31年 3 月22日　出雲日御碕灯台
☆ スタンプラリー達成年月日
　 令和 4年11月 3 日　角島灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ

タワー巡りをしていて出雲で灯台ラリーを
知り始めた。

☆ 16か所巡った感想　
私は運転免許を持っていないので、基本公
共交通機関の利用で、先端の灯台へは行く
のに苦労したが思い出も多い。

和 様（40代）埼玉県在住
☆ スタンプラリー開始年月日　令和 4年 5月 2日　都井岬灯台
☆ スタンプラリー達成年月日　令和 4年11月 5 日　尻屋埼灯台
☆ スタンプラリーを始めたきっかけ　旅の延長

☆ 16か所巡った感想　ようやく巡り終わった（ 3 度目の正直）

第108号

第109号

第110号
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のぼれる灯台参観者数

　平成30年度から令和4度の支所別過去５年間の参観者数は次のとおりです。
� （燈光会事務局）

支所別・過去 5カ年の参観者数推移（平成30年度～令和 4年度）
平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

尻 屋 埼 10,152 9,423 9,172 0 9,250
入 道 埼 12,927 19,588 11,580 12,847 19,746
塩 屋 埼 29,380 28,302 17,873 14,830 26,269
犬 吠 埼 104,538 90,659 66,974 78,767 110,330
野 島 埼 62,387 52,977 38,649 44,500 68,051
観 音 埼 35,348 33,723 18,065 29,289 32,589
初 　 島 24,193 20,764 7,801 10,110 17,136
御 前 埼 25,223 22,586 17,427 17,268 22,537
安 乗 埼 14,656 13,805 13,373 16,676 24,174
大 王 埼 32,118 29,418 23,040 21,816 27,754
潮 　 岬 60,907 53,432 34,434 37,310 50,930
角 　 島 98,349 92,171 45,756 40,678 76,579
出雲日御碕 59,728 65,818 34,743 40,527 58,503
都 井 岬 32,928 31,743 23,280 22,328 41,129
残 波 岬 29,172 69,393 19,539 19,753 52,961
平安名埼 45,589 40,919 15,088 13,590 34,237
計 677,595 674,721 396,794 420,289 672,175

※特記事項
・�出雲日御碕灯台は、灯台緊急点検のため12月14日（水）から 2月 9日（木）
までの間、参観業務を休止した。
・�都井岬灯台は、鉄塔基礎撤去工事等のため 2月27日（月）から 3月31日
までの間、参観業務を休止した。
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        2023

小学生低学年（1 年～ 3 年）・小学生高学年（4年～ 6年）・中学生の各部門別に審査の上、令和 5 年 10 月中
旬、入選作品を決定し通知するとともに、当会ホームページにて発表いたします。

募
集
要
項

❶応募者は、応募の時点で本募集要項に記載の諸条件に同意したものとします。
❷応募された作品は、応募を撤回された場合も含めて返却いたしません。
❸応募作品の版権、使用権は公益社団法人燈光会に帰属し、応募者の承諾を得ることなく、発表、展示、印刷及び頒布する権利を有するものとします。
❹当会が実施する過去のコンテストにおいて入賞した作品及び当会以外が実施するコンテストに応募中の作品は、このコンテストに応募できません。
❺応募された方には、お礼として粗品（鉛筆 3 本セット）を進呈します。

応募先
応募方法

応募上の注意事項

発表

国土交通大臣賞                               
　賞状及び副賞（図書カード）
                                     全作品から 1 名
海上保安庁長官賞                           
　賞状及び副賞（図書カード）
                                     全作品から 1 名
燈光会会長賞                                    
　賞状及び副賞（図書カード）
                                     全作品から 1 名
金　賞                                                 
　賞状及び副賞（図書カード）
                                     各部門から 1 名
銀　賞                                                         
　賞状及び副賞（図書カード）
                                     各部門から 2 名
銅　賞                                                 
　賞状及び副賞（図書カード）
                                       各部門から 5 名

賞

テーマ
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        20232023
●作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。
●サイズは、A3、B3、又は八ツ切・四ツ切の画用紙とします。
●画材は、絵の具（水彩）、クレヨン、パステル等消えにくい   
    材料とし、鉛筆や木炭等は除きます。
●作品の裏面に次の事項を記入してください。
　❶題名　　❷氏名（ふりがな）　　❸性別
　❹生年月日　　❺学年　　❻住所・電話番号
　❼学校名とその所在地・電話番号
  （学校等でまとめて応募する場合は、担当者名）　　
    ❽連絡先メールアドレス

〒105－0003
東京都港区西新橋 1－14－9
                         西新橋ビル 3F
公益社団法人　燈光会
TEL（03）3501－1054
FAX（03）3507－0727
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